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部品ご注文の際は、ネームプレートをお確かめの上、 

部品供給型式を必ずご連絡下さい。 
 

“必読”機械の使用前には必ず読んでください。 
 

 

  



 1

 
 
 
 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 
 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 
            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 
            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 
            示します。  

 
 

 

 安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 
  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 
   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
 機械の取り扱いで分からない事があった時、取 
  扱説明書を製品に近接して保存していないため、

  自分の判断だけで対処すると思わぬ事故を起こ 
  し、ケガをする事があります。 
  取扱説明書は分からない事があった時にすぐに 
  取り出せるよう、製品に近接して保存してくだ 
  さい。 

 
 
 注意 
 取扱説明書に記載されている安全上の注意事項 
  や取扱要領の不十分な理解のまま作業すると、 
  思わぬ事故を起こす事があります。 
  作業を始める時は、製品に貼付している警告ラ 
  ベル、取扱説明書に記載されている安全上の注 
  意事項、取扱要領を十分に理解してから行って 
  ください。 

 
 
 警告 
 体調が悪い時、機械操作に不慣れな場合などに 
  運転すると、思わぬ事故を起こす事があります。

  次の場合は、運転しないでください。 
  

□  過労、病気、薬物の影響、その他の理由に 
 より作業に集中できない時。 

□  酒を飲んだ時。 
□  機械操作が未熟な人。 
□  妊娠している時。 

 
 
 警告 
 作業に適さない服装で機械を操作すると、衣服 
  の一部が機械に巻き込まれ、死亡を含む傷害を 
  まねく事があります。 
  次に示す服装で作業してください。 
  

□  袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。

□  ズボンや上着は、だぶつきのないものを着 
  用する。 
□  帽子を着用する。 
□  はちまき、首巻きタオル、腰タオルなどは 

 しない。 

 

 警告 
 機械を他人に貸す時、取扱説明書に記載されて 
  いる安全上の注意事項や取扱要領が分からない 
  ため、思わぬ事故を起こす事があります。 
  取扱い方法をよく説明し、取扱説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してください。 

 

 注意 
 機械の改造や、当社指定以外のアタッチメント 

・ 部品などを取り付けて運転すると、機械の破 
  損や傷害事故をまねく事があります。 
  機械の改造はしないでください。 
  アタッチメントは、当社指定製品を使用してく 
  ださい。 
  部品交換する時は、当社が指定するものを使用 
  してください。 

 

 注意 
 始業点検を怠ると、機械の破損や傷害事故をま 
  ねく事があります。 
  作業を始める前には、取扱説明書に基づき点検 
  を行ってください。 

 

 警告 
 エンジンを始動する時、トラクタの横やステッ 
  プに立ったまま行うと、緊急事態への対処がで 
  きず、運転者はもちろん周囲にいる人がケガを 
  する事があります。 
  運転席に座り、周囲の安全を確認してから行っ 
  てください。 
 エンジンを始動する時、主変速レバーを「Ｎ」 
  (中立)にして行わないと、変速機が接続状態に 

  なっているため、トラクタが暴走し思わぬ事故 

  を起こす事があります。 

  主変速レバーを「Ｎ」(中立)にして行ってくだ 

  さい。 

 急発進するとトラクタ前輪が浮き上がる事があ 
  り、運転者が振り落とされたり、周囲の人を巻 
  き込んだり、思わぬ事故を起こす事があります。

  周囲の安全を確認し、ゆっくりと発進してくだ 
  さい。 

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止

始業点検の励行

エンジン始動・発進する時は 
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 室内で始動する時、排気ガスにより中毒になる 
  事があります。 
  窓、戸などを開け、十分に換気してください。 
 ＰＴＯを切らないでエンジンを始動すると、急 
  に作業機が駆動され、周囲にいる人がケガをす 
  る事があります。 
  ＰＴＯを切ってから始動してください。 

 
 
 警告 
 作業機を着脱するためにトラクタを移動させる 
  時、トラクタと作業機の間に人がいると、挟ま 
  れてケガをする事があります。 
  トラクタと作業機の間に人を近づけないでくだ 
  さい。 
 注意 
 作業機をトラクタに着脱する時、傾斜地や凹凸 
   地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 
   に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。

   平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 作業機をトラクタから切り離す時、輪止めをせ 
  ずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事故を起 
  こす事があります。 
  切り離す時は、必ず、スタンドを接地させ、作 
  業機の車輪に輪止めをしてください。 
 連結するトラクタによっては、前輪荷重が軽く 
  なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 
  トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ 
  ンスを取ってください。 

 
 
 危険 
 カバーのないパワージョイントを使用すると、 
  巻き込まれてケガをする事があります。 
  カバーのないパワージョイントは、使用しない 
  でください。 
 カバーが損傷したまま使用すると、巻き込まれ 
  てケガをする事があります。 
  損傷したらすぐに取り替えてください。 
  使用前には、損傷がないか点検してください。 
 トラクタおよび作業機に着脱する時、第三者の 
  不注意により、不意にパワージョイントが回転 
  し、ケガをする事があります。 
  ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンをとめて行 
  ってください。 
 カバーのチェーンを取り付けないで使用すると 
  カバーが回転し、巻き込まれてケガをする事が 
  あります。 
  トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しない 

 所に連結してください。 

 注意 
 最伸時の重なりが１００㎜を下回ると、ジョイ 
  ントを回転させた時、破損しケガをする事があ 
  ります。 
  最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、ジ 
  ョイントの突き上げが起きる事があり、ジョイ 
  ントの破損をまねき、ケガをする事があります。

  適正な重なり量で使用してください。 
 パワージョイントを接続した時、クランプピン 
  が溝に納まっていないと、使用中に外れ、ケガ 
  をする事があります。 
  溝に納まっているか、接続部を押し引きして確 
  かめてください。 

 

 注意 
 トラクタに作業機を装着して公道を走行すると、

  道路運送車輌法に違反します。 
  トラクタに作業機を連結しての走行はしないで 
  ください。 

 

 危険 
 移動走行する時、トラクタのブレーキペダルが 
   左右連結されていないと、片ブレーキになり、 
   トラクタが左右に振られ横転などが起こり、思 
   わぬ事故をまねく事があります。 
   ほ場での特殊作業以外は、ブレーキペダルは左 
   右連結して使用してください。 
 警告 
 トラクタに運転者以外の人を乗せると、トラク 
   タから転落したり、運転操作の妨げになって、 
   緊急事態への対処ができず、同乗者はもちろん、

   周囲の人および運転者自身がケガをする事があ 
   ります。トラクタには、運転者以外の人は乗せ 
  ないでください。 
 急制動・急旋回を行うと、運転者が振り落とさ 
  れたり、周囲の人を巻き込んだり、思わぬ事故 
  を起こす事があります。 
  急制動・急旋回はしないでください。 
 坂道・凹凸地・急カーブで速度を出しすぎると、

  転倒あるいは転落事故を起こす事があります。 
  低速走行してください。 
 旋回する時、内輪差により周囲の人を作業機 

 に巻き込み、ケガをさせる事があります。 
 周囲の人や障害物との間に十分な間隔を保って 
 ください。 

 側面が傾斜していたり、側溝がある通路で路肩 
  を走行すると転落事故を起こす事があります。 
  路肩は走行しないでください。 
 高低差の大きい段差を乗り越えようとすると、 
  トラクタが転倒あるいは横転し、ケガをする事 
   があります。 
  あゆみ板を使用してください。 

作業機を着脱する時は 

移動走行する時は

パワージョイントを使用する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 
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 作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガをす 

 る事があります。 
  また、物を載せて走行すると、落下し、周囲の 
  人へケガを負わせる事があります。 
  作業機の上には、人や物などはのせないでくだ 
  さい。 
 傾斜地で速度を出しすぎると、暴走事故をまね 
  く事があります。 
  低速で走行してください。 
  下り走行をする時、坂の途中で変速すると、暴 
  走する原因となります。 
  坂の前で低速に変速して、ゆっくりとおりてく 
  ださい。 
 わき見運転をすると、周囲の障害物の回避や、 
  周囲の人への危険回避などができず、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  前方や周囲へ十分に注意を払いながら運転して 
  ください。 
 手放し運転をすると、思わぬ方向へ暴走し、事 
  故を起こす事があります。 
  しっかりとハンドルを握って運転してください。

 作業機を昇降する時、周囲に人がいると、下降 
  する本機に挟まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
 注意 
 作業機への動力を切らないで走行すると、周囲 
  の人を回転物に巻き込み、ケガを負わせる事が 
  あります。 
  移動走行する時は、ＰＴＯを切ってください。 
 機体を上げた状態でＰＴＯを回すと、ジョイン 
  トの角度がきつくなり、ジョイントを破損し、 
  ケガをする事があります。 
  機体が上昇しているときは、ＰＴＯを切ってく 
  ださい。 
 ホッパ内に積載した状態で走行すると、旋回時 
  や傾斜地で作業機が転倒し、ケガをする事があ 
  ります。 
  ホッパ内に積載して状態で走行しないでくださ 
  い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 業 中 は 
 
 

 危険 
 ネットを通す時やネット巻付装置を調整する時、

  ネットフレーム内に手を入れると、ナイフが動 
  き出しケガをすることがあります。 
  ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく 
  ださい。 
 運転中又は回転中、ローテーションアームなど 
  に接触すると、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください 
 警告 
 ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの 
  間に挟まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  後方をよく確認してから開けてください。 
 ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
  まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  ゲートを開けて点検・整備する時は、ソウサボ 
  ックスの電源を切り、ストップバルブをロック 
  し、ゲートを確実に固定してください。 
 フィルムホルダの昇降中、不用意に手を入れる 
  と挟まれ、ケガをする事があります。 
  フィルムホルダに手を入れないでください。 
 傾斜地で排出するとベールが転がり、巻き込ま 
  れてケガをする事があります。 
  ベールの排出は、平坦な場所で行ってください。

 ネットを通す時、ローラに接触すると巻き込ま 
   れ、ケガをする事があります。 

 ＰＴＯを切り、エンジンをとめてから行ってく 
  ださい。 
 作業をする時、周囲に人を近づけると、機械に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
   周囲に人を近づけないでください。 
 作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業する 
  と、機械の破損により、ケガをする事がありま 
  す。 
  指定回転速度を守ってください。 
 作業機の上に人を乗せると、転落し、ケガをす 
  る事があります。 
  また、物を載せて作業すると、落下し、周囲の 
  人へケガを負わせる事があります。 
  作業機の上には人や物などはのせないでくださ 
  い。 
 調整等で作業機に接近する場合、コントロール 
  ボックスの電源が切れていることを確認してく 
  ださい。 
  作業機が停止している時でも、コントロールボ 
  ックスの電源が入っている場合、不意に動き出 
  し、思わぬ事故を起こす事があります。 
 

作業する時は
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  注意 
 運転中又は回転中、ユニバーサルジョイントに 
  接触すると巻き込まれ、ケガをする事がありま 
  す。手を入れないでください。 
運転中又は回転中、カバーを開けると回転物に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  カバーを開けないでください。 
 カバーの開放部から手を入れると、回転物に巻 
  き込まれ、ケガをする事があります。 
  手を入れないでください。 
 フィルム巻き付け作業中、フィルムやストレッ 
  チローラに接触すると巻き込まれ、ケガをする 
  事があります。 
  作業中はさわらないでください。 
 機械の調整や、付着物の除去などを行う時、Ｐ 
  ＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、第 
  三者の不注意により、不意に作業機が駆動され、

  思わぬ事故を起こす事があります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
  部がとまっている事を確かめて行ってください。

 機体を上げた状態でＰＴＯを回すと、ジョイン 
  トの角度がきつくなり、ジョイントを破損し、 
  ケガをする事があります。 
  機体が上昇しているときは、ＰＴＯを切ってく 
  ださい。 
 

 
 
 警告 
 トラクタから離れる時、傾斜地や凹凸地などに 
   駐車すると、トラクタが暴走して思わぬ事故を 
  起こす事があります。 
  平坦で安定した場所に駐車し、トラクタのエン 
  ジンをとめ、駐車ブレーキをかけて暴走を防い 
  でください。 
 トラクタから離れる時、作業機をあげたままに 
  しておくと、第三者の不注意により不意に降下 
  し、ケガをする事があります。 
  下限まで降ろしてからトラクタを離れてくださ 
  い。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業が終わったら 
 
 

 注意 
 動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の除 
  去作業などを行うと、機械に巻き込まれてケガ 
  をする事があります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
  部がとまっている事を確かめて行ってください。

 ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
  まれ、ケガをする事があります。 
  周囲に人を近づけないでください。 
  ゲートを開けて清掃する時は、ストップバルブ 
  をロックし、ゲートを確実に固定してください。

 

 注意 
 作業後の点検を怠ると、作業機の調整不良や破 
  損などが放置され、次の作業時にトラブルを起 
  こしたり、ケガをする事があります。 
  作業が終わったら、取扱説明書に基づき点検を 
  行ってください。 

 

注意 
 機体をあげたまま格納すると、機体が不意に下 
  降して思わぬ事故を起こす事があります。 
  機体を下限まで降ろして格納してください。 
 テーブル上にベールを載せた状態で作業機を格 
  納すると、不意に後ローラが下がりテーブル上 
  からベールが落下し、思わぬ事故を起こす事が 
  あります。 
  保管時にはテーブル上にベールを載せないでく 
  ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタから離れる時は

機体を清掃する時は

終業点検の励行 

長期格納する時は 
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 危険 
 運転中又は調整中、ネットフレーム内に手を入 
  れると、ナイフが動き、ケガをすることがあり 
   ます。 
  ネットフレーム内には絶対に手を入れないで 
   ください。 
 警告 
 ネット巻付装置を調整する時、ローラに接触す 
  ると巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  エンジンおよびＰＴＯを切ってから行ってくだ 
  さい。 
 ゲートを開けての点検・整備中、不意にゲート 
   が閉まり、挟まれてケガをする事があります。 
  操作ボックスの電源を切り、ストップバルブを 
  ロックし、ゲートを確実に固定してください。 
 注意 
 機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、 
  破損やケガをする事があります。 
  取扱説明書に基づき行ってください。 
 ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調整 
  を行う時、第三者の不注意により、不意に降下し、

  ケガをする事があります。 
  トラクタロワーリンクの油圧回路をロックして 
  行ってください。 
 傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと、ト 
  ラクタや作業機が不意に動き出して、思わぬ事 
  故を起こす事があります。 
  平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、 
  第三者の不注意により、不意に作業機が動き出 
  して、思わぬ事故を起こす事があります。 
  ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
  部がとまっている事を確かめて行ってください。

 油圧の継手やホースに、ゆるみや損傷があると、

  飛び出る高圧オイルあるいは作業機の急な降下 
  で、ケガをする事があります。 
  補修もしくは部品交換してください。 
  継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
  無くしてから行ってください。 
不調処置・点検・整備のために外したカバー類 
  を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 
  巻き込まれ、ケガをする事があります。 
  元通りに取り付けてください。 
 バッテリからバッテリコードを外す時は、側 
  から外し、取り付ける時はから取り付けてく 
  ださい。 
  もし、逆にすると、作業中工具がトラクタに接 
  触した場合、火花が生じ、火災事故の原因にな 
  ります。 
 本製品には水銀を含む部品が使用されています。

  ≪水銀使用部品番号 1203130000、ロータリ 
  コネクタ≫ 
  使用済みとなりました部品は“水銀を含む産業 
  廃棄物”として、専門の処理業務に処理しても 
  らってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不調処置・点検・整備をする時 
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 適切な装着で安全な作業をしましょう。 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ トラクタへの装着 
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１. ２Ｐフレーム 
トラクタと作業機本体を連結させるものです。 

 
２. パワージョイント 
  トラクタの動力を作業機本体に伝えます。 
 
３. シャーボルト 
  過負荷が作用した場合にトラクタと作業機本体の

動力を遮断し、各部の破損を最小限におさえるもの

です。 
 
４. 床送りコンベア 

ホッパに積載された飼料を供給コンベア側へ送り

ます。 
 
５. オーガ、ビータ 

ホッパに積載された飼料をならし、供給コンベア

に定量供給します。 
 
６. 供給コンベア 
  床送りコンベアより送られた飼料を成形室へ送り

ます。また、ベール成形中搬送コンベア上にこぼれ、

搬送・回収コンベアにより戻された飼料を成形室に

送ります。 
 
７. 回収コンベア 
  搬送コンベアで送られた飼料を供給コンベアへ送

ります。また、機体内に残った飼料を機体外へ排出

します。 
 
８. ネットバインディング装置 

成形が終了したベールにネットを巻付けるもので

す。 
 
９. 搬送コンベア 

ベールをテーブルに移動させます。また、ベール

成形中搬送コンベア上にこぼれた飼料を回収コンベ

アに送ります。 
 
１０．テンションボルト 

コンベアチェーンの張りを調整します。 
 
１１．テーブル 前ローラ 

油圧モータにより駆動され、ベールを回転させる

ところです。 
 
１２．テーブル 後ローラ 

前ローラとベルトで連結され、ベールを回転させ

るところです。 
 
１３．ローテーションアーム 

油圧モータにより駆動され、先端部にストレッチ

ローラを搭載し、ベールの周りを回転するところ

です。 
 
１４．ストレッチローラ 
 フィルムを装着し、フィルムの引き出される力で

駆動ローラによりフィルムを引き伸ばします。 
 

１５．安全バー 
作業中に接触すると作業機の動作を停止させる安

全装置です。 
 
１６．フィルムホルダ 

ラッピング終了時にフィルムを切断・保持する装

置です。 
 
１７．制御ボックス 

本作業機の動作を制御する電子基盤が入っている

ところです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１８．油圧ポンプ（タンデム、シングル） 

油圧を発生させる装置です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９．油圧タンク 

油を貯めておくところです。 
 
２０．オイルクーラ（ＴＳＷ２０２０Ｃ） 

油圧作動油を冷却します。 
 
２１．ストップバルブ 

ゲートの動きを止めるバルブです。 
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２２．バルブ 
ローテーションアームの低速回転時の回転速度と

停止時のブレーキの効きを調整するバルブです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２３．灯火器 

尾灯・制動灯・方向指示器などの灯火です。 
 
２４．操作ボックス 

本作業機の操作を行なう装置です。設定確認、設

定変更も行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２５．ラジコン送受信機 

遠隔操作で自動運転の開始と停止を行う装置です。 
 
２６．パトライト（ベーラ部、ラップ部） 

作業中に点滅し、周囲に作業の状態を知らせるラ

ンプです。 
 

 
本製品は適切なトラクタとの連結により的確に性能

を発揮できるように設計されています。 
不適切なトラクタとの連結によっては、本製品の耐

久性に著しい悪影響を及ぼすことがあります。 
この製品の適応トラクタは次の通りです。 

 
適応トラクタ 

３７～７３．５ｋＷ 
（５０～１００ＰＳ） 

 
本製品の適応トラクタより小さなトラクタで使用

すると、負荷に対し十分なパワーが出ないことがあ

ります。 
逆に適応トラクタよりも大きなトラクタでのご使

用時には、過負荷に対し機体の適正値を超えたパワ

ーが出てしまい、作業機の破損の原因となることが

あります。 

３ 組立部品 

 
１．解梱 
  固定されている部品をほどいてください。 
 
２．組立部品の明細 
  梱包に同梱されている梱包明細に基づき、必要部

品がそろっているか確認してください。 
 
３．組立要領 
  各部品の組立に必要なボルト・ナット類は、梱包

明細の符号を参照してください。 
（１）ベーラ側パトライトの取り付け 

パトライトとブラケットは出荷時に組み付けて

います。 
ブラケットをホッパ部後方にボルト、ナットで

取付し、パトライトにコードを接続してください。 
 

コードの色 パトライト 

アオ アオ 

シロ キイロ 

アカ アカ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取付は、高所作業となりますので十分注意して 
作業を行ってください。 

 
（２）ラップ側パトライトの取り付け 

パトライトブラケットにマグネットがついてい

ますのでラップ上部のカバーに設置してください。 
ローテーションアームが回転した時に、たるん

だコードが引っ掛からない様に固定してください。 
設置後はパトライトにコードを接続してくださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 適応トラクタの範囲   取扱い上の注意 
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（３）ラジコン受信機の取り付け 
受信機のブラケットにはマグネットがついてい

ますのでホッパ右側後方に設置してください。 
設置後は受信機にコードを接続してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ トラクタへの装着 
 

１．ロワーリンクヘの連結 

 
 
作業機を連結させるためにトラクタを移動させ 
る時、トラクタと作業機の間に人がいると、挟 
まれてケガをする事があります。 

 トラクタと作業機の間に人を近づけないでく 
ださい。 
 

 
 
作業機をトラクタに連結する時、傾斜地や凹凸 
地または軟弱地などで行うと、トラクタが不意 
に動き出し、思わぬ事故を起こす事があります。

平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
連結するトラクタによっては、前輪荷重が軽く 
  なり、操縦が不安定となって、思わぬ事故をま 
  ねく事があります。 
  トラクタへフロントウエイトを取り付け、バラ 
  ンスをとってください。 
 

 
（１）  トラクタのエンジンを始動して、トラクタの

ロワーリンク先端部と作業機の左右のロワーリ

ンクピンの位置が合うまで後進して、トラクタ

をとめてください。 
    エンジンをとめ、駐車ブレーキをかけてくだ

さい。 
（２）  左のロワーリンクを連結し、抜けどめにトラ

クタに付いているリンチピンをロワーリンクに

さしてください。 
    次に、右のロワーリンクも同順で行ってくだ

さい。 
（３） 左右のロワーリンクが同じ高さになるように、 
   トラクタ右側のアジャストスクリューで調整し

てください。 

（４） トラクタのエンジンを始動し、トラクタロワ

ーリンクを昇降する油圧レバーを操作して作業

機を少し上げ、エンジンをとめてください。 
（５） 作業機中心がトラクタ中心におおよそ一致す

る位置に、チェックチェーンでセットし、作業

機の横振れをなくしてください。 
（６） 前スタンドを上げ、サポートピン･リンチピン 

で固定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７） 作業機の姿勢が水平になるように、トラクタ

ロワーリンクを調整してください。 
（８） トラクタのハンドルをいっぱいに切りゆっく

り前進して、トラクタと作業機が接触しないこ

とを確認してください。トラクタと作業機の一

部が接触する時は、トラクタの後輪のトレッド

を狭くするか、旋回時にハンドルを切りすぎな

いよう十分注意して作業してください。 
 

２．電装品の取付 

 
本製品はフタマタデンゲンコード（1502030000）を

使用します。 
 

バッテリからバッテリコードを外すときは（－）

 側から外し、取り付けるときは（＋）側から行 
ってください。 

 もし、逆にすると作業中工具がトラクタに接触 
した時火花が生じ、火災事故の原因になります。

 
（１） 電源取り出しコードの配線・接続 

フタマタデンゲンコードをトラクタバッテリに 
配線してください。黒色は○－側、赤色は○＋側です。 

   本製品はＤＣ１２Ｖ専用です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告  

  注 意 

  注 意 
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① バッテリからバッテリ○－コードを外してください。 
 ② バッテリコードの端子部にフタマタデンゲン

コードのコード（赤色）端子を共締めしてくだ

さい。 
 ③ バッテリコードの端子にフタマタデンゲンコ

ードのコード（黒色）端子を組み込んでからバ

ッテリコードの端子をバッテリに取付けてくだ

さい。 
 ④ トラクタ操作や作業の邪魔にならないように、

フタマタデンゲンコードを固定してください。 
（２） 操作ボックスの据え付け 
① 作業機側コードをトランク側座上近くまで引き

込み、操作ボックスを接続します。 
② 電源取り出しコードを接続します。 
③ 操作ボックスの裏側にマグネットがついており

ます。 
  操作のしやすい場所で平らな面に据え付けて

ください。 
④ 操作ボックスのスイッチを「ＯＮ」に入れて液

晶が点灯するか確認してください。 
⑤ 点灯しない場合は以下の点を確認してくださ

い。 
  フタマタデンゲンコードのヒューズ（１５Ａ× 

２ヶ）の切断 
  バッテリとコードのの接続の間違い 
 

 
操作ボックスとバッテリを接続するコードは、

スター純正品のフタマタデンゲンコードを使用 
してください。 

  
 

 
必要電源は１２Ｖです。 
 電圧を確認してから接続してください。 
電源取り出しコードは、たるまないよう、トラ 
クタ本体に配線してください。 
コード先端をバッテリ接続の際、・を間違 
わないでください。 
操作ボックスは、他社製の電源取り出しコード 
に接続可能ですが、・の配線違いのものが 
あります。 
必ず付属の当社純正コードを使用してください。

電源の取り出しは、必ずトラクタのバッテリか 
ら直接取り出してください。 
シガーソケット等から取り出した場合、正常な 
動作が行えない場合があります。 
電源取り出しコード及び作業機側コードと接続 
の際は、操作ボックスの電源スイッチをＯＦＦ 
の状態で接続してください。 
使用しない時は、必ず電源スイッチをＯＦＦに 
してください。 
バッテリあがりの原因となります。 

 

作業機側コードは、作業機の動きに順応できる 
余裕を持たせ、又、他の部位に引っ掛からない 
ようにたるみをとり固定してください。 
操作ボックスの据え付けが不完全な場合、機体 
の振動などにより、脱落の恐れがあります。 
確実に据え付けてください。 
操作ボックス及び制御ボックスは水濡れ、結露 
により破損する場合があります。 
使用しない時は、住居室内で保管してください。

操作ボックスの液晶部は、過度な力が加わると 
破損する恐れがあります。液晶部に過度な力を 
加えないでください。 

 

３．灯火器の接続 
 
 

トラクタに電装品の結線をする時、エンジンキ 
ーをＯＦＦにしないで行うとショートする事が 
あります。 
エンジンキーをＯＦＦにして行ってください。 

 
作業機はトラクタと連動するテールランプを装備

しています。 
電装はトラクタとコネクタで接続します。 
トラクタ側の外部電装品取り出し口がＤＩＮ規格

7Ｐコネクタで装備されている場合は、そのまま作

業機側コネクタをトラクタ側コネクタに接続してく

ださい。 
 
 
 
 
 
 
なお、６Ｐコネクタ（オスコネクタ，メスコネクタ），

８Ｐコネクタに対応した中間ハーネス（1172730000）
をオプションで用意しています 

  トラクタ側の外部電装品取り出し口が６Ｐコネクタ

（オスコネクタ，メスコネクタ）,８Ｐコネクタで装備

されている場合は、中間ハーネスを使用して接続して

ください。 

 又、トラクタによっては、電装品を接続すると、リ

レーの容量が不足し、点灯しないときがあります。 
トラクタのリレーの容量不足で電装品が点灯しない

ときは、トラクタ販売店にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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【 配線一覧表 】 
 

スター適要 
コ
ネ
ク
タ 

中間ハーネス（オプション） 
７Ｐコネクタ

（DIN 規格）８Ｐコネクタ ６Ｐオスコネクタ 
６Ｐメス 
コネクタ 

燈火装置動作 
配
線
色 

ト
ラ
ク
タ 

ヤンマー 

クボタ 

ヰセキ 

（出荷時） 

ヰセキ クボタ 三菱 

 
ヤンマー

 
（出荷時）

三  菱 

 
クボタ 

 
（出荷時） 

スター標準

仕様 

方向指示左 緑 

端
子
番
号 

３ ６ ４ ４ ４ ２ １ １／Ｌ 

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ５ ４ ３ ６／５４ 

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ １ ３ ５ ５／５８Ｒ 

方向指示右 白 ５ １ ７ ７ ６ ５ ６ ４／Ｒ 

アース 黒 １ ８ ２ ２ ボディアース ボディアース ボディアース ３／３１ 

 
  作業機側コネクタの配線は下図の通りです。なお、

コネクタは接続面方向から見ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  中間ハーネスの８Ｐコネクタおよび６Ｐコネクタ

（オス，メス）は下図の通りです。なお、コネクタは

接続面方向から見ています。 
 各コネクタの配線は【配線一覧表】の出荷時の通り

です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 配線替えが必要な場合は、【配線一覧表】に基づき、

配線の差し替えを行ってください。 

 また、トラクタ側に外部電装品取り出し口が装備さ

れていない場合は、別途トラクタ側コネクタの電気配

線が必要となります。 
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５  パワージョイントの装着 

 
 
 
カバーのないパワージョイントを使用すると、 
 巻き込まれてケガをする事があります。 
 カバーのないパワージョイントは、使用しない 
でください。 
カバーが損傷したまま使用すると、巻き込まれ 
てケガをする事があります。 
損傷したらすぐに、取り替えてください。 
使用前には、損傷がないか点検してください。 
トラクタおよび作業機に着脱する時、第三者の 
 不注意により、不意にパワージョイントが回転 
し、ケガをする事があります。 
ＰＴＯを切り、トラクタのエンジンを切ってか 
ら行ってください。 
カバーのチェーンを取り付けないで使用すると、

カバーが回転し、巻き込まれてケガをする事が 
あります。 
トラクタ側と作業機側のチェーンを回転しない 
所に連結してください。 
 

 
 
最伸時の重なりが１００㎜を下回ると､ジョイ 
ントを回転させた時、破損しケガをする事があ 
ります。 

 最縮時の隙間が２５㎜よりも小さくなると、ジ 
ョイントの突き上げが起きることがあり、ジョ 
イントの破損をまねき、ケガをする事がありま 
す。 
適正な重なり量で使用してください。 
パワージョイントを接続して時、クランプピン 
が軸の溝に納まっていないと、使用中に外れ、 
ケガをする事があります。 
溝に納まっているか、接続部を押し引きして確 
かめてください。 
 

 

１．長さの確認方法 

（１） パワージョイント単体で、最縮長時の安全カ 
バー（アウタ）端部位置を安全カバー（インナ） 
にマーキングしてください。 

（２） パワージョイント（アウタ）から、パワージ 
ョイント（インナ）を引き抜いてください。 

（３） ロワーリンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ 
Ｃ軸が最も接近する位置で、昇降を停止してく 
ださい。 

（４） ピン付ヨークのクランプピンを押して、ＰＴ 
Ｏ軸、ＰＩＣ軸に連結し、クランプピンがもと 
の位置に出るまで押し込んでください。 

（５） 安全カバー同士を重ね合わせた時、安全カバ 
ー（アウタ）と端部位置のマーキング位置の間 
隔が２５㎜以下の場合は、２５㎜の間隔を保つ 
ように切断方法の手順に基づき切断してくださ 
い。 

（６） ロワーリンクを昇降させて、ＰＴＯ軸とＰＩ 
Ｃ軸が最も離れる位置で、昇降を停止してくだ 
さい。 

（７） 安全カバーを重ね合わせた時、パイプ（アウ 
タ）とパイプ（インナ）の重なり量が１００㎜ 
以下の場合は、販売店に連絡し、長いパワージ 
ョイントと交換してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

←トラクタＰＴＯ軸     作業機ＰＩＣ軸→ 
 
２．切断方法 
（１）安全カバーのアウタ・

インナ両方を長い分だ

け切ります。 

 
 
（２）切り取った同じ長さを 

パイプの先端から計ります。 
 
 
（３）パイプのアウタとイン 

ナ両方を金ノコまたはカ

ッターで切断します。切断

する時は、パイプの中に

ウエスを詰め、パイプ内

面に切り粉が付着する

のを防いでください。 

  危 険 

  注 意  
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（４）切り口をヤスリなどでなめらかに仕上げてから

パイプをよく清掃し、次にグリースを塗布して、

アウタとインナを組み合わせます。 
 

３．安全カバーの脱着方法 

 
 (1) 安全カバーの分解手順 
① 固定ネジを取り外し 
てください。 

 
 
 
 
② 安全カバーを取り外 
し位置へ回してくださ 
い。 

 
 
 
③ 安全カバーを引き抜 
いてください。 

 
 
 
 
④ スライドリングを取 

り外してください。 
 
 
 
 
(2) 安全カバーの組立手順 
① ヨークのスライドリ 
ング溝とパイプ（イン 
ナ）にグリースを塗っ 
てください。 

 
 
② スライドリングのつ 
ばをパイプ側に向け、 
切り口を開いて溝には 
めてください。 

 
 
 
③ その上に安全カバー 
をはめてください。 

 
 
 
 
 

 
④ カバーをしっかりと 
まるまでまわしてくだ 
さい。 

 
⑤ 固定ネジを締め付け 
てださい。 
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４．パワージョイントの連結 

（１）ピン付ヨークのクランプピンを押して、ワイド

アングル側を作業機のＰＩＣ軸、他方をトラクタ

のＰＴＯ軸に連結し、クランプピンがもとの位置

に出るまで押し込んでください。 

 
 
パワージョイントを接続したとき、クランプピ 
ンが軸の溝に納まっていないと、使用中に外れ、

ケガをする事があります。 
溝に納まっているか、接続部を押し引きして確 
かめて行ってください。 
パワージョイントの取り付け方向が逆の場合、 
ジョイントが破損し、ケガをすることがありま 
す。 

  
 
（２）パワージョイントは、アウタカバーをトラクタ

ＰＴＯ軸側に、インナカバー側をＰＩＣ軸側に接

続してください。 

（３） 安全カバーのチェーンを固定した所に取り付け、

カバーの回転を防いでください。 

  チェーンは３点リンクの動きに順応できる余裕

を持たせ、また他へのひっかかりなどがないよう

に余分なたるみを取ってください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  注 意  

安全カバー チェーン
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 機械を調子よく長持ちさせるため、作業前に必ず行

いましょう。 
 

１  運転前の点検 

 
１．トラクタ各部の点検 
 トラクタの取扱説明書に基づき、点検を行ってくだ

さい。 
 
２．連結部の点検 
（１）ロワーリンクと２Ｐフレームの連結部点検 

 ① ロワーリンクピンのリンチピンは、挿入され 
  ているか。 
② チェックチェーンは張られているか。 
③ 不具合が見つかった時は、「1-4-1 ロワーリ 
ンクへの連結」の説明に基づき不具合を解消し

てください。 
（２）パワージョイントの点検 

① ジョイントの抜け止めのクランプピンが軸 
  の溝に納まっているか。 
② ジョイントカバーのチェーンの取付に余分 
なたるみはないか。また、適度な余裕はあるか。 

③ ジョイントカバーに損傷はないか。損傷して 
いる時は、速やかに交換してください。 

④ 不具合が見つかった時は、「1-5 パワージョ 

イントの装着」の説明に基づき不具合を解消し

てください。 

（３）電装コネクタの点検 

① トラクタの電装コネクタと確実に接続されて

いるか。 

② 電装コードに余分なたるみはないか、また、

適度な余裕はあるか。 

 
３． 製品本体の点検 
（１） 各部取付ボルトにゆるみはないか。 

又、ピン類の脱落はないか。 
（２）シャーボルトは切断されていないか。 

シャーボルトが切断していましたら部品表を参

考にシャーボルトを交換して下さい。 
（３）油圧配管系統（油圧ホース･油圧金具･油圧シリン

ダ・油圧ブロックなど）で破損又は油漏れはない

か。 
不具合が見つかった時は、「6-1 不具合処置一

覧表」の説明に基づき処置してください。 
（４）ローラチェーンの張りは適正か。 

不具合が見つかった時は、「5-4-4 ローラチェ

ーンの張り調整」の説明に基づき調整して下さい。 
（５）コンベアチェーンの張りは適正か。 

不具合が見つかった時は、「5-4-2 コンベアチ

ェーンのテンション」の説明に基づき調整してく

ださい。 
（６）ネット・フィルムの予備はあるか。 
（７）給油装置のリザーブオイルタンクにオイルが十

分入っているか。 
オイルが足りない時は、「5-3 給油箇所一覧表」

の説明に基づき給油してください。 
（８）各部の給油・注油・給脂は十分か。 

不具合が見つかった時は、「5-3 給油個所一覧

表」の説明に基づき給油してください。 
（９）タイヤの空気圧は適正か。 

不具合が見つかった時は表に基づき空気を補充

して下さい。 
 

タイヤサイズ 空気圧 

13.0/75-16-10PR 
294kPa 

（3.06kg/㎝2） 

 
（１０）消耗部品の異常はないか。 
   「5-5 消耗部品の点検・交換の目安」に基づき 
   点検を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 運転を始める前の点検 
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１．トラクタ油圧系統の確認 

  トラクタロワーリンクを昇降する油圧レバーを操 

作し、ロワーリンクを上昇し、作業機を持ち上げた 

状態で、降下がなければ、異常はありません。 

  トラクタ油圧系統などに異常がある時は、トラク

タ販売店にご相談ください。 

 
２．油圧系統の点検 
(1)ゲート開閉の確認 
 

 
ゲートを開ける時、後方に人がいると壁などの 
間に挟まれ、ケガをする事があります。 

 周囲に人を近づけないでください。 
 後方をよく確認してから開けてください。 
 

 
 

ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
まれ、ケガをする事があります。 
周囲に人を近づけないでください。 
ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲートが 
閉まり、挟まれてケガをする事があります。ス 
トップバルブをロックし、操作ボックスの電源 
を切り、ゲートを確実に固定してください。 

 
 

油圧継手やホースに、ゆるみや損傷があると、 
飛び出る高圧オイルでケガをする事があります。

 補修もしくは部品交換してください。 
継手やホースを外す時は、油圧回路内の圧力を 
無くしてから行ってください。 

 
 
 

 
                                        運転者の操作が必要な 

動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確認後はストップバルブを「開」側にゆっくりと切

り替えて、ゲートを閉じます。 
 
 
 
 
 
 

 

ローテーションアームがスタンバイの位置に無 
くてもゲート開閉操作が出来きます。 
ローテーションアームの位置に十分注意し、ゲ 
ート開閉操作を行なってください。 

 
 

２  エンジン始動での点検 

  注 意 

  警 告  

 取扱い上の注意

・ゲート開閉のストップバルブが「開」側の位置にある。 
・ローテーションアームがゲートの動作範囲にない。 ことを確認

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動 

「設定選択」ダイヤルを「油圧チェック」に合わせ、 
操作ボックスの電源を入れる 

操作ボックスの「ゲート開」スイッチを押す

ゲートが上昇 

ストップバルブを「閉」側に切替 

ゲートが下降しなければ 
異常ありません。 

ゲートが下降する時は、オイル漏れ箇所を 
探し、補修または部品交換をしてください。 
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(2)その他の油圧系統の点検 
 
 
                                      運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
異常がある場合は異常個所を探し、補修または部品 

交換をしてください。 
 
 
ローテーションアームがスタンバイの位置に無 
くてもゲート開閉操作が出来きます。 
ローテーションアームの位置に十分注意し、ゲ 
ート開閉操作を行なってください。 

 
 
３．給油装置の点検 
 
 
ゲートを開ける時、後方に人がいると本機とベ 

ールとの間に挟まれ、ケガをする事があります。

 周囲に人を近づけないでください。 

 後方をよく確認してから開けてください。 
 

 

（１）リザーブオイルタンクにオイルが入っているか 

確認してください。 

（２）ＰＴＯを回し、コントロールボックスのゲート 

開スイッチを操作し、ゲートを数回開閉します。 

（３）トラクタのエンジンをとめ、各ブラシから適量 

給油されている確認をしてください。 

   給油量が適量でない時は、「5-4-11 給油装置の 

調整」の説明に基づき調整してください。 

   補給するオイルは食品機械用油、又は成分解性 

植物油を使用してください。 

タンク容量は1.5リットル。 
 
４．作業機の電装がトラクタと正しく連動するか 
   トラクタのブレーキ、ウィンカーの操作をして

作業機のテールランプが正しく連動するか確認し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  警 告 

・ゲート開閉のストップバルブが「開」側の位置にある。 
・ローテーションアームがゲートの動作範囲にない。 ことを確認

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動 
（エンジン回転は低速回転） 

「設定選択」ダイヤルを「油圧チェック」に合わせ、 
操作ボックスの電源を入れる 

・油圧ホースの圧力側、戻り側の接続に間違いがなく、 
 油が正常に流れているか 
・油圧ホース・電磁弁等から油漏れがないか 

操作ボックスの「油圧・手動操作スイッチ」を押す 

・各部の動作に異常がないか 
・油圧ホース・油圧モータ ・油圧シリンダから油漏れがないか 
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１  本製品の使用目的 

 
１． 本製品は、10～20mm程度に切断された「デント

コーン、ソルガム、牧草類」の定置での梱包作業に

使用します。 
これ以外の目的には使用しないでください。 

２．雨降り時や濃霧状態で水分が多くなる場合や、ぬ

かるみのあるほ場、湿気の高いほ場では、作業を行

わないでください。 
ほ場で作業を行う場合は良く乾いた状態で行って

ください。 
 
 
外気温が低いときに作業を行う場合、作業機の 
油温が低く、正常に動作しない場合があります。

作業開始前に油圧稼動部の動作を行い作業機タ 
ンク内の油温を暖めてから作業を開始してくだ 
さい。 

 
 
１．原料水分は７０％前後に調整 
 刈り取りは、水分含量や栄養価等の面から黄熟 
期が適しているといわれています。 
また、原料水分が高いと廃汁が発生します。こ 
れは作業機に影響を及ぼし、梱包後ラップした 
ベールのラップ内にも溜まってしまいます。 
廃汁は栄養面でのロスにつながるため摘期の収 
穫が重要です。 
雨降りや濃霧の場合、水分が多くなるので作業 
は行わないでください。 

 
２．ハーベスタでの切断長は10～20ｍｍ程度 
 切断長が１５mmを超えると、梱包密度が低下 
することになります。 
ハーベスタの切断刃の研磨、シェアバーとのス 
キマ調整は定期的に行なってください。 
研磨、スキマ調整は、ご使用のハーベスタの取 
扱説明書を読み行なってください。 
 

３．密封後のフィルムの損傷穴は必ず補修 
 誤ってフィルムに傷をつけたり、穴があいた場 
合は、必ず補修をしてください。 
そのままにしておくと、カビの発生や腐敗の原 
因となります。 

 
４．確実な保管 
 貯蔵場所は水はけの良い場所を選び、鳥・ネ 
ズミ・虫などの害から守るため、ネットで覆 
ったり、薬剤を撒くなどの工夫が必要です。 

 
 

２ 操作ボックス各部の名称 

 
 

操作ボックスの電源を切っても、コンベアやロ 
ーラなどの動作は停止しません。動作を緊急に 
停止する際は、必ずトラクタのＰＴＯとエンジ 
ンを停止し、操作ボックスの電源を切ってくだ 
さい。 

 

操作ボックスの⑦油圧手動操作スイッチの操作 
を２ヶ所以上同時に操作すると作業機が思わぬ 
動作をし、ケガをすることがあります。⑦油圧 
手動操作スイッチは1ヶ所ずつ行ってください。

本書にて説明されていない操作は、絶対に行わ 

ないで下さい。機械が予期せぬ動作をしたり、 

プログラム上の設定値が書き換わり、正常な動 

作を行えなくなる場合があります。 

必要のない場合は必ずトラクタのＰＴＯとエ 
ンジンを止めてください。予期せぬ動作により、

機器を破損したり、ケガをする恐れがあります。

 

使用しない時は必ず操作ボックスをコードから 

取り外してください。バッテリあがりの原因と 

なります。 
操作ボックスの据え付けが不完全な場合、機体 
の振動などにより、脱落の恐れがあります。 
確実に据え付けてください。 

各スイッチを同時に操作しないでください。 

操作ボックスは水濡れ厳禁です。 
動作を途中で停止したい場合は、トラクタのＰ 
ＴＯとエンジンを停止し、操作ボックスの電源 
を切ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 作業の仕方 

 良質なサイレージ作りをするために 

  取扱い上の注意 

  警 告 

  注 意 

  取扱い上の注意 
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（１）操作ボックスの操作と動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①「電源」スイッチ 

ＯＮ側に倒すと操作ボックスの電源が入り操作が

可能となります。 
 
②「１ベーラ開始」スイッチ 

ベール成形作業を開始します。 

「連続運転」「１，５操作運転」「１～５操作運転」

時に使用します。 

成形作業を開始するにはローテーションアームがス

タンバイの位置にあることが必要です。 
 
③「２ネット巻付」スイッチ 

ネットの巻付けを行います。 

「１～５操作運転」時の他、ネット部エラー発生 

後巻付け作業を行いたい場合に使用します。 
 
④「３ベール排出」スイッチ 

成形室からベールを排出しラップ部へ移動させま

す。 

「１～５操作運転」時の他、ネット部エラー発生後

ベール排出を行いたい場合に使用します 
 
⑤「４ラップ開始」スイッチ 

ラップフィルムの巻付けを行います。 

「１～５操作運転」時の他、フィルム切れで中断し

たフィルム巻付作業を再開する為に使用します。 

又、長押し（２回目のブザーが鳴るまで）すること

でスタンバイ動作が行われます。 

作業開始前や作業中操作ボックスの電源を入れ直し

た場合はスタンバイ動作が必要です。 
 
⑥「５ベールおろす」スイッチ 

ラップフィルム巻付終了したベールの放出（荷降

ろし）を行います。 

「１，５操作運転」、「１～５操作運転」時の他、作

業中断後ベール放出（荷降ろし）する場合に使用し

ます。 

 

⑦油圧手動操作スイッチ 

作業機の各部を手動操作する為に使用します。 
 
⑧「停止」スイッチ 

ベーラ部、ラップ部の動作を一時的に停止させる

スイッチです。 

ネット巻付作業中に操作した場合は巻付け作業終了

後に停止します。 

ベーラ部ローラ及び成形ベルトの動作は止まりませ

ん。 
 
⑨「床送り変速」スイッチ 

ホッパ部床送りコンベアの速度を変更するスイッ

チです。 

ベール成形作業中に変更することができます。 
 
⑩「設定選択」ダイヤル 

「連続運転」、「１，５操作運転」、「１～５操作運

転」の切替えの他、設定変更やセンサーチェック等

にも使用します。 
 
⑪表示部 

「連続運転」、「１，５操作運転」、「１～５操作運

転」作業中は動作状況を表示します。 

又、設定値の変更やセンサーチェック等にも使用し

ます。 
 
⑫「電圧低下」ランプ 

運転作業時の必要電圧を確認するランプです。 
 
⑬接続コネクタ 

作業機側制御ボックスからのコードを接続する部

分です。 
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３ 作業開始前の準備 

 
１．ネットロールの装着と交換 
 
 
ネットを通す時、回転部や可動部に接触すると、

巻き込まれ、ケガをする事があります。 
ＰＴＯを切りエンジンを止めてから行ってくだ 
さい。 
ブレーキアームが動作する際は、手や指などを 
挟まぬよう十分ご注意ください。 

 
 
 

 
ネットロールはスター純正の次のものを使用し 
てください。 
     ＮＥＴ２０００ 
純正品以外を使用した場合、取付不可・切断不 
良・巻付き発生などの原因となり、故障につな 
がる可能性があります。 
装着の際、ネットロールがずれぬよう、パイプ 
に当てた状態で装着してください。 
また、スチールローラ、ゴムローラなどネット

が通過する箇所に付着したものを必ず取り除い

てください。 
ネットロールの装着は高所作業となりますの

で、十分注意して作業を行ってください。 
 

 
（１）操作ボックスの「設定選択ダイヤル」の位置 

をネット交換の位置に合わせます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）「１ ベーラ開始」スイッチを押し、ブレーキア 

ームを上げてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）ネットロールの巻方向、通し方は図の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）作業機右側上部にあるネットバインディング装

置のアームを手で反時計回りに押し、シャフトを

矢印の方向に回転させ、Ｌ寸法（シャフトの突起

部とラッチのスキマ）を５ｍｍ以内にします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）「１ ベーラ開始」スイッチを押し、ブレーキア

ームを下げてください。 
 
２．フィルムの装着 

（１） ストレッチローラ組立品を下図矢印方向へ回 
動し、フックでロックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） フィルムホルダー（シャフト）をストレッチ 

フレーム上部フック部より外し、手前側に倒し 
ます。 

 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  警 告 
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（３） フィルムホルダー（シャフト）より、ベータ 
ピン・ローラを抜き取りフィルムを挿入します。 
フィルム挿入後、ローラ・ベータピンを挿入し、 
上方に押し上げ、フィルムホルダー（シャフト） 
上部でストレッチフレーム上部フックと固定し 
ます。（ベータピン挿入方向に注意してくださ

い。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４） フックを解除し、ストレッチローラ組立品の 

ローラをフィルムに当てます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５） フィルムは、巻き方向が上から見て反時計方 

向になるように挿入し、フィルムを引き出して 
ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．後スタンドの設置 

作業開始前に必ずラップ部のスタンドを設置してく

ださい。スタンドは左右２箇所あります。 
（１） リンチピンを外し、ピンを抜いてください。 
（２） スタンドを地面に接する位置にしてピンを差

し、リンチピンで抜け止めをしてください。 
（３） スタンドが地面に接する位置でピンが差し込

めない場合は、地面より少し浮かした状態の

位置でピンを差し込み、トラクタのロワーリ

ンクを上げて調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベータピン 
挿入方向 
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運転中又は回転中、ローテーションアームなど 
に接触すると、ケガをする事があります。周囲 
に人を近づけないでください。 

 
 

 
ホッパ内に細断物を積載した状態で走行しない 
でください。 

 作業機が転倒し、ケガをする事があります。 
操作ボックス、ラジコンの「停止」操作をして 
もローラなどの動作は停止しません。動作を緊 
急に停止する際は、必ずトラクタのＰＴＯとエ 
ンジンを停止し、操作ボックスの電源を切って 
ください。 
操作ボックスの電源を切っても、ローラなどの 
動作は停止しません。動作を緊急に停止する際 
は、必ずトラクタのＰＴＯとエンジンを停止し、

操作ボックスの電源を切ってください。 
運転中又は回転中、ローラに接触すると巻き込 
まれ、ケガをする事があります。ローラに触れ 
ないでください。 
作業機各部の付着物を除去する際は、必ずＰＴ 
Ｏおよびエンジンを切ってください。 
ゲートを開ける時、後方に人がいると機械の間 
 に挟まれ、ケガをする事があります。 
 周囲に人を近づけないでください。 
 後方をよく確認してから開けてください。 
ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
まれ、ケガをする事があります。周囲に人を近 
づけないでください。ゲートを開けて点検・調 
整する時は、操作ボックスの電源を切り、スト 
ップバルブをロックし、ゲートを確実に固定し 
てください。 
フィルムホルダの昇降中、不用意に手を入れる 
と挟まれ、ケガをする事があります。フィルム 
ホルダに手を入れないでください。 
ネットを通す時、回転部や可動部に接触すると、

巻き込まれ、ケガをする事があります。 
ＰＴＯを切りエンジンを止めてから行ってくだ 
さい。 
作業する時、周囲に人を近づけると、機械に巻 
き込まれ、ケガをする事があります。周囲に人 
を近づけないでください。 
作業機指定のＰＴＯ回転速度を超えて作業する 
 と、機械の破損により、ケガをする事がありま 
す。 
指定回転速度を守ってください。 

 

調整等で作業機へ接近する場合、操作ボックス 
の電源が切れている事を確認してください。作 
業機が停止している時でも、操作ボックスの電 
源が入っている場合、不意に動き出し、思わぬ 
事故を起こす事があります。 

 

運転中又は回転中、ユニバーサルジョイントに 
 接触すると巻き込まれ、ケガをする事がありま 
す。手を入れないでください。 
運転中又は回転中、カバーを開けると回転物に 
 巻き込まれ、ケガをする事があります。 
 カバーを開けないでください。 
カバーの開放部から手を入れると、回転物に巻 
 き込まれ、ケガをする事があります。 
 手を入れないでください。 
フィルム巻き付け作業中、フィルムやストレッ 
 チローラに接触すると巻き込まれ、ケガをする 
 事があります。 
 作業中はさわらないでください。 
機械の調整や、付着物の除去、フィルムのフィ 
ルムホルダへのセットなどを行う時、ＰＴＯお 
よびエンジンをとめずに作業すると、第三者の 

 不注意により、不意に作業機が駆動され、思わ 
 ぬ事故を起こす事があります。 
 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
 部がとまっている事を確かめて行ってください。

 
１．暖気運転の仕方 

外気温が低い場合は油温も低くなっているため、

そのまま作業を始めるとエラーが発生する可能性が

あります。作業前に必ず暖気運転を行ってください。 
 
（１）暖気運転について 

供給／回収コンベアを動作させ、駆動圧が８ＭＰ

ａ未満の場合は暖気運転不要です。８ＭＰａ以上の

場合は必ず暖気運転を行ってください。リリーフ動

作、作動油循環により油温を上昇させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４  作業要領 

  警 告 

  危 険 

  注 意
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（２）作業の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 油温が上がっていても圧が下がる傾向がない場合は、供給コンベアベルト従動側ローラスクレーパ部にゴ

ミが詰まっている、バイピッチチェーンへの注油不足などの可能性があります。ゴミを除去しバイピッチチ

ェーンに注油後、供給／回収コンベア正逆転を何度か繰り返し、再度駆動圧を確認してください。（設定選択

ダイヤルが暖気運転の場合、供給／回収コンベア逆転操作は受け付けません。ダイヤルをいずれかの運転に

合わせて行ってください。） 
※２ 自動で供給コンベアが動作します。暖気運転中にベルト内に手を入れないでください。 

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動し徐々に回転を上げる（５４０rpm）

操作ボックスの電源を入れ、 
「設定選択」ダイヤルを「暖気運転」に合わせる 

操作ボックスの供給コンベア「正転」スイッチを押す 
（押している間はコンベア動作、スイッチを離すと停止）

供給／回収コンベア動作 

機体右側ベーラデンジベン横の油圧計で駆動圧を確認 

スタンバイ動作 

作業開始 

駆動圧が８ＭＰａ未満 
（暖気運転不要） 

「選択設定」ダイヤルを希望する 
「運転」の位置に合わせる 

「４ ラップ開始」スイッチを 
長押し(２回目のブザーが鳴るまで) 

操作ボックスの 
「１ ベーラ開始スイッチ」を押す 

搬送コンベア動作 
ゲート閉加圧後リリーフ動作 

フィルムホルダ閉加圧後リリーフ動作 
30秒周期で供給コンベア5秒正転（※2）

油温が少しずつ上昇 

駆動圧が８ＭＰａ以上 
（暖気運転必要）（※1） 

操作ボックスの供給コンベア「正転」スイッチを押す 
（押している間はコンベア動作、スイッチを離すと停止）

供給／回収コンベア動作 

 運転者の操作が必要な動作 

「停止」スイッチを押す 
（暖気運転を中止する場合）

暖気運転停止 

機体右側ベーラデンジベン横の油圧計で駆動圧を確認 

駆動圧が8MPａ未満 
（暖気運転不要） 

駆動圧が8MPａ以上 
（暖気運転必要）（※１）

暖気設定時間経過 
（出荷時設定；30分） 

暖気運転自動停止 
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２．オイルクーラの使用方法（ＴＳＷ２０２０Ｃ） 
 
（１）オイルクーラについて 

  気温が高い地域での作業や長時間連続作業を行う

場合は、油温が高くなり正常な作業が出来ない場合

があります。また、油温が高くなると油の早期劣化

にもつながります。 

  必要に応じ電源スイッチをＯＮにし、オイルクー

ラを作動させてください。 
 
（２）使用条件 

①下記のような症状がでる場合はオイルクーラを

作動させてください。 

油温が６０℃を超えるような場合 

アツリョクフソクエラーが出る場合 

  ②下記の場合は作動させないで下さい。 

必要時以外にオイルクーラを作動させるとエラ

ーの原因にもなります。 

暖機運転時・・・暖機運転に時間がかかって

しまいます。 

油温が適正な場合・・油温が下がりすぎ、カ

フカエラーの原因とな

る場合があります。 
 
（３）接続の仕方 

  コード；オイルクーラーは下図のように接続して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）作業後 

操作ボックスの電源をＯＦＦにしても、オイルク

ーラは停止しません。 

作業後は忘れずにオイルクーラの電源スイッチを

ＯＦＦにして下さい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）清掃 

吸気面にゴミがたまっている、コアに目詰まりが

ある、ファンの汚れがひどい、といった場合は性能

低下や破損の原因になります。定期的に点検、清掃

を行ってください。 
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３．「連続運転」・「１，５操作運転」 
（１）「連続運転」について 
  スタンバイ後、ボックスまたはラジコン「Ａ」ス

イッチを２回押すと成形作業からラップ作業ベール

放出まで自動で作業を行います。成形室からベール

排出し、ゲート閉じた後は次のベール成形作業を続

けて行います。 
 
※ 「連続運転」に必要な操作 
①.「スタンバイ」→「４ ラップ開始」スイッチを長 

押し（２回目のブザーが鳴るま 
で） 

②.「成形開始」→「１ ベーラ開始」スイッチ、また 
はラジコン「Ａ」２回押し 

 

 
「連続運転」を選択しての作業の場合、前作業で 
地面に放出したベールの有無に関わらず、ラップ 
作業終了後は自動的にベールが放出されます。 
地面に放出したベールは速やかに移動してくださ 
い。 
ベール移動が間に合わない場合は、放出作業が開 
始される前に作業の停止を行うか、「１，５操作 
運転」を選択し、作業を行ってください。 
スタンバイ操作を行なった後にローテーションア 
ームの操作（動作）が行なわれるとスタンバイは 
解除されます。 

 
※スタンバイ動作の判断基準 

スタンバイ動作は以下の項目を満たすことが必要

です。操作ボックスの「４ ラップ開始」スイッチを

長押し（２回目のブザーが鳴るまで）することで自

動的に動作します。（テーブル上にベールがある、ま

たは光電センサが反応している状態では、スタンバ

イ操作は受付けません。） 
①テーブルローラが定位置にあること。 
②ローテーションアーム停止位置センサが反応してい

る、又はスタンバイ動作後（操作後）であること。 
 
※作業ベール数のカウントについて 
・ベールカウントは連続運転もしくは「ベール排出」

操作によりベール排出が正常に行われた後、カウン

トされます。 
・個数の数値調整は「作業設定」で変更可能です。 
 
※床送り減速／復帰機能について 
・成形作業中に、供給／回収コンベアの駆動圧が高く

なると、コンベア部での飼料の詰まりを防止するた

め、床送りが減速されます。その後、圧が低くなる

と増速されます。 
・油温が低い場合、駆動圧が高いため成形開始後すぐ

に減速機能が働き、成形時間が長くなってしまいま

す。また、カフカエラーの原因にもなります。 
その場合は、再度、暖機運転を行ってください。 

 
（２）「１，５操作運転」について 

スタンバイ後、ボックスまたはラジコン「Ａ」ス

イッチを２回押すと成形作業からラップフィルム巻

付け作業まで行います。 
ラップフィルム巻付け作業終了後は操作待ち状態

（操作ボックス表示部が「ベールオロスソウサマチ」、 

ラップ部キイロパトライトが点灯）となりますので、 
操作ボックスの「５ ベールおろす」スイッチ又は、

ラジコン「Ｂ」スイッチを２回押してベールを放出

してください。 
尚、成形室からベールを排出し、ゲートが閉じた

後は、操作ボックスの「１ ベーラ開始」スイッチ又

は、ラジコン「Ａ」スイッチを２回押すと次の成形

作業が行われます。 
 
※「１，５操作運転」に必要な操作 
①.「スタンバイ」→「４ ラップ開始」スイッチを長 

押し（２回目のブザーが鳴るま 
で） 

②.「成形開始」→「１ ベーラ開始」スイッチ、また 
はラジコン「Ａ」２回押し 

③.２回目以降の → ベール排出、ゲートが閉じた後に 
「成形開始」  「１ ベーラ開始」スイッチ、また 

はラジコン「Ａ」２回押し 
④.「ベール放出」→フィルム巻付け終了後、操作ボッ 

クス表示部が「ベールオロス ソ 
ウサマチ」の状態で「５ ベールお 
ろす」スイッチまたはラジコン 
「Ｂ」２回押し（２個目以降も同 
様） 

 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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（３）作業の流れ 
 
※作業中は常時ベーラ部アオパトライトが点灯します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動 

操作ボックスの電源を入れる 

「設定選択」ダイヤルを「連続運転」、 
「１，５操作運転」のいずれかに合わせる

「４ ラップ開始」スイッチを長押し 

スタンバイ動作 

操作ボックス「１ ベーラ開始」スイッチ 
又はラジコン「Ａ」スイッチを２回押す 

成形室満了 

ネット自動巻付け動作 

ゲートが開き、ベール排出 

ゲート加圧 

供給／回収コンベア動作開始 
搬送コンベア動作開始 

床送りコンベア動作開始  ※１ 

ラップ部へベール搬送 

ラップ部ベール確認 

ゲートが閉じる 

ラップフィルム自動巻付け動作 

操作ボックス表示部 
「ベールオロスソウサマチ」 
ラップ部キイロパトライト点灯 

操作ボックス「５ ベール 
おろす 」スイッチ又は、 
ラジコン「Ｂ」２回押し 

ベール放出動作 

操作ボックス表示上部 
「１，５ソウサ ベーラテイシ」

ベーラ部アオパトライト消灯 

操作ボックス「１ ベーラ開始」

スイッチ又は、ラジコン「Ａ」

スイッチを２回押す 

成形室満了 

ネット巻付け開始 

ネット巻付け開始 

ゲートが開く 

ベール排出 

ラップ部ベール確認 

床送りコンベア動作開始 

供給／回収コンベア動作開始 

ゲート加圧 

ゲートが閉じる 

ラップ部へベール搬送 

ラップフィルム自動巻付け動作

 運転者の操作が必要な動作 

イ

ウ

エ

オ

ア

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

 
「１，５」操作運転選択の場合 

 
「１，５操作運転」選択の場合 

「連続運転」

選択の場合

（２回目のブザーが鳴るまで）
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「連続運転」を選択しての作業の場合、前作業で 
地面に放出したベールの有無に関わらず、ラップ 
作業終了後は自動的にベールが放出されます。 
地面に放出したベールは速やかに移動してくださ 
い。 

 ベール移動が間に合わない場合は、放出作業が開 
始される前に作業の停止を行うか、「１，５操作 
運転」を選択し、作業を行ってください。 
 

 
ア．トラクタエンジンを始動します。 
イ．トラクタＰＴＯを始動します。ＰＴＯは徐々に回

転数を上げ５４０ｒｐｍに設定します。 
ウ．操作ボックスの電源を入れます。 
エ．操作ボックスの「設定選択」ダイヤルを「連続運

転」、「１，５操作運転」に合わせます。 
オ．操作ボックスの「４ ラップ開始」スイッチを長押

しします。（２回目のブザーが鳴るまで） 
カ．ローテーションアームが機体横向きに回り、テー

ブルが作業位置に上下しスタンバイ動作を取りま

す。 
キ．操作ボックスの「１ ベーラ開始」スイッチを押す

またはラジコン「Ａ」スイッチを２回押します。 
ク．ゲートの閉じる方向へ油圧を掛けて、ゲートの加

圧作業を行います。 
ケ．供給／回収コンベア、搬送コンベアが動作します。 
コ．供給／回収コンベア動作後しばらくしてから床送

りコンベアが動作します。成形作業中に、供給／

回収コンベア駆動圧が高くなると減速機能が働き

ます。 
サ．成形室が一杯（満了）になるとブザーが鳴ります。

（連続音ピーーー）床送りコンベアオーガ・ビー

タ搬送コンベアが停止します。 
シ．ネットの自動巻付け作業を行います。ネットの巻

付けが終了し、ネットが切断されると、バインデ

ィング装置が停止します。 
ス．バインディング装置停止後、搬送コンベアが動作

し、次にゲートが開きベールを排出します。 
セ．搬送コンベアにより、排出されたベールをラップ

部に移動します。 
ソ．ラップ部のベール検出センサによりベールがテー

ブル移動されたことを確認します。 
タ．ベール移動終了後、ゲートが閉じます。 
・「連続運転」を選択している場合は自動的に次の成

形作業が行われます。 
・「１，５操作運転」を選択している場合は、操作ボ

ックスの「１ ベーラ開始」スイッチ又は、ラジコ

ン「Ａ」スイッチを２回押すと次の成形作業が行

われます。 
 

チ．ラップフィルムの自動巻付けを行います。 
・「連続運転」を選択している場合は巻付け作業終了

後、自動的にベール放出動作を行います。 
・「１，５操作運転」を選択している場合は、操作待

ち状態（操作ボックス表示部が「ベールオロスソ

ウサマチ」、ラップ部キイロパトライトが点灯）と

なります。 
  操作ボックスの「５ ベールおろす」スイッチ又は、

ラジコン「Ｂ」スイッチを２回押してベールを 
  放出してください。 
ツ．テーブル（後ローラ）を下げてベールを放出後、

待ち受け状態にテーブル（後ローラ）が上がりま

す。 
 
４．「１～５操作運転」 
（１）「１～５操作運転」について 

スタンバイ後、②成形開始、③ネット巻付け、④

ベール排出、⑤ラップ開始、⑥ベール放出のそれぞ

れの動作ごとにラジコンまたはスイッチ操作します。 
 
※「１～５操作運転」に必要な操作 

①.「スタンバイ」→「４ ラップ開始」スイッチを長 
押し（２回目のブザーが鳴るま 
で） 

②.「成形開始」→「１ ベーラ開始」スイッチ、また 
はラジコン「Ａ」２回押し 

③.「ネット巻付け」→成形終了後、操作ボックス表示 
部が「ネット ソウサマチ」の状 
態で「２ ネット巻付」スイッチ、 
またはラジコン「Ａ」２回押し 

④.「ベール排出」→巻付け終了後、操作ボックス表示 
部が「ハイシュツソウサマチ」の 
状態で「３ ベール排出」スイッチ、 
またはラジコン「Ａ」２回押し 

⑤.「ラップ開始」→成形終了後、操作ボックス表示部 
が「ラップカイシソウサマチ」の 
状態で「４ ラップ開始」スイッチ 
またはラジコン「Ｂ」２回押し 

⑥.「ベール放出」→フィルム巻付け終了後、操作ボッ 
クス表示部が「ベールオロスソウ 
サマチ」の状態で「５ ベールおろ 
す」スイッチまたはラジコン「Ｂ」 
２回押し 

 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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（２）作業の流れ 
※ 作業中は常時ベーラ部アオパトライトが点灯します。 
 

運転者の操作が必要な動作

　　（２回目のブザーが鳴るまで）

トラクタエンジンを始動

トラクタＰＴＯを始動

操作ボックスの電源を入れる

「設定選択」ダイヤルを「１～５操作運転」に合わせる

「４ ラップ開始」スイッチを長押し

スタンバイ動作

操作ボックス「１ ベーラ開始」スイッチ
又はラジコン「 A 」スイッチを２回押す

　表示　　「１カラ５ソウサ　ベーラテイシ」
ベーラ部キイロパトライト点灯

操作ボックス「１　ベーラ開始」スイッチ
又はラジコン「 A 」スイッチを２回押すゲート加圧

供給／回収コンベア動作開始 ゲート加圧
搬送コンベア動作開始

供給／回収コンベア動作開始
床送りコンベア動作開始 搬送コンベア動作開始

成形室満了 床送りコンベア動作開始

表示　　「 ネット　ソウサマチ 」 成形室満了
ベーラ部キイロパトライト点灯
ブザーが鳴る（ピ、ピ、ピ）

操作ボックス「 ２ ネット巻付 」スイッチ
又はラジコン「 A 」スイッチを２回押す 表示　　「 ネット　ソウサマチ 」

ベーラ部キイロパトライト点灯
ブザーが鳴る（ピ、ピ、ピ）ネット自動巻付け動作

表示　「 ハイシュツソウサマチ 」 操作ボックス「 ２　ネット巻付 」スイッチ
又はラジコン「 A 」スイッチを２回押すベーラ部キイロパトライト点灯

ブザーが鳴る（ピ、ピ、ピ）
ネット自動巻付け動作

操作ボックス「 ３　ベール排出 」スイッチ
又はラジコン「 A 」スイッチを２回押す

ゲートが開き、ベール排出

ラップ部へベール搬送

ラップ部ベール確認

ゲートが閉じる
表示「 ベールオロス ソウサマチ 」

表示「 ラップカイシソウサマチ  」 ラップ部キイロパトライト点灯
ブザーが鳴る（ピ、ピ、ピ）ラップ部キイロパトライト点灯

ブザーが鳴る（ピ、ピ、ピ）

操作ボックス「 ４　ラップ開始 」スイッチ
又はラジコン「 Ｂ 」スイッチを２回押す

操作ボックス「 ５　ベールおろす 」スイッチ
又はラジコン「 Ｂ 」スイッチを２回押す

ラップフィルム自動巻付け動作 ベール放出動作  
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５．作業中断の仕方 
 
 
 

操作ボックス、ラジコンの「中断」操作をして 

もローラなどの動作は停止しません。動作を緊 

急に停止する際は、必ずトラクタのＰＴＯとエ 

ンジンを停止し、操作ボックスの電源を切って 

ください。 
 

 
作業中断は操作ボックス、ラジコンのどちらでも行

うことができます。 
中断操作を行なうと、ベーラ部アカパトライトが点

灯し、操作ボックス表示部に「チュウダン ボックスソ

ウサマチ」と交互に表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）操作ボックスの場合 

操作ボックスの「停止」スイッチを押す。 
（２）ラジコンの場合 

ラジコン「Ａ」，「Ｂ」どちらか１回押す。 
 
 
ベーラ側のネット巻付作業中に「停止」操作をし 
た場合はネット巻付終了後、制御動作が停止しま 
す。 
 

 
６．作業中断後の復帰の仕方 
 
            運転者の操作が必要な動作 
 
（１）ベール成形をしたい場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）ネット巻付けから復帰したい場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）ベール排出(ラップ部に移動)から復帰したい場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラップ動作中又はベール検出センサが反応してい 
るときは成形室からベール排出はされません。 

 操作ボックスの「４ ラップ開始」スイッチを押し、

フィルム巻付け → ベール放出作業を行なって 
ください。 

 「１，５運転」、「１～５運転」を選択している場 
合はベール放出時に運転者の操作が必要となりま 
す。 
気候条件によっては、テーブル上にあるフィルム 
巻付け後のベールではラップ上部のベール検出セ 
ンサが反応しない場合があります。 

 
（４）ラップフィルム巻付から復帰したい場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

 

「１ ベーラ開始」スイッチを押す 

ゲート加圧 

供給コンベア動作開始 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に

応じた作業に移行します。 

「２ ネット巻付」スイッチを押す 

ネット自動巻付け動作 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に

応じた作業に移行します。 

「３ ベール排出」スイッチを押す 

ゲートが開き、ベール排出 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に

応じた作業に移行します。 

「４ ラップ開始」スイッチを押す 

残り巻数に応じ 
ラップフィルム自動巻付け動作 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に

応じた作業に移行します。 
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            運転者の操作が必要な動作 
 
（５）ベール放出（地面に荷降ろし）から復帰したい

場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）ベーラ、ラップ側共に作業を行いたい場合 

（例）ベーラ側はネット巻付けから、ラップ側は

ラップフィルム巻付けから復帰したい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

成形中、成形室から搬送フレームへのこぼれが 
多い飼料の場合は「ラップ開始」スイッチを押す 
前に 
①搬送コンベア上の飼料の堆積状況を確認 
②堆積が多い場合は「ベール搬送」供給コンベア「正

転」スイッチを押し、手動操作を行う 
③搬送コンベア上の飼料を無くす 
上記の操作を行ってから作業復帰してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．油圧手動操作スイッチ 
各部を単独で手動操作する場合、下図のシートス

イッチを押して操作します。 
動作内容と動作箇所は下表の通りです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称
搬送 

コンベア

供給 

コンベア

ゲ
ー
ト 

ローテー 

ション 

アーム 

ホ
ル
ダ 

テ
ー
ブ
ル

動作

内容
正転 

正転 
・ 

逆転 

開
・閉

低速回転 

・ 

高速回転 

開
・閉

上
・
下 

 
 

ベーラ側作業中はベーラ部操作スイッチは動作し 
ません。 
同様に、ラップ側作業中はラップ部操作スイッチ 
は動作しません。 
「ゲート開」スイッチは以下の場合動作しません。

・ ラップ動作中の場合。 
・ スタンバイ操作を行っていない場合。 
・ ラップ部のベール検出センサが反応している 
場合。 

「ローテーションアーム」スイッチは「ゲート閉」

のセンサが反応していない（近接センサのランプ 
が点灯していない）時は動作しません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

 

「５ ベールおろす」スイッチを押す

ベール放出動作 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に

応じた作業に移行します。 

①「４ ラップ開始」スイッチを押す 

残り巻数に応じ 
ラップフィルム自動 

巻付け動作 

以降「設定選択ダイヤ

ル」の位置に応じた作業

に移行します。 

②「２ ネット巻付」

スイッチを押す 

ネット自動巻付け動作

以降「設定選択ダイヤ

ル」の位置に応じた作業

に移行します。 

  取扱い上の注意 
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８．床送りスイッチの操作 
作業中、以下のような場合に使用してください。 

 
成形作業時、ホッパ内の飼料の残りが少なく成形に

時間が掛かりそうな場合。 
 
作業終了後、ホッパの中を空にしたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

床送りコンベアの速度を０～５速の間で変更する

ことが出来ます。 
 

操作ボックスの床送り「速く」スイッチを１回押

すと１速上がり、「遅く」スイッチを１回押すと１速

下がります。 
 

成形作業時の床送り変速の設定は３速となってい

ます。 
床送り速度を変更しても、次の成形作業時には元 

の３速に戻ります。 
 
 
 
ホッパに十分な量が入っている場合変速を上げる 
と供給コンベアで詰まりが発生し、供給コンベア 
が停止する恐れがあります。 
トラクタ席から見てビータが見える位の量なら変 
速を上げて作業してください。 

 
 次の成形作業時は床送りが元の速度に戻されます 
飼料内容、水分、切断長等によっては 
・標準の床送り速度では供給量少なく、満了まで 
時間がかかるためチャンバ内側圧が高くなり、 
ベールが出にくい現象が発生する 

・成形中、成形室から大量に供給コンベア、搬送 
コンベアに堆積し詰りが発生する 

場合があります。 
状況に応じて「ユカオクリソクド」、「ゲンソク」 
「フッキソク」の数値を変更し作業してください。

数値の変更は「１２設定値変更の仕方」を参考に 
行ってください。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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９．エラー発生時の操作ボックス表示と対処方法 
 
作業中にエラーが発生すると、操作ボックスにエラー内容を表示し、ブザーが鳴ります。 
又、ベーラ部のアカパトライトが点灯します。 
エラーが発生した場合はトラクタＰＴＯを停止してエラー内容を確認し、原因を取り除いてください。 
ブザーの止め方；①操作ボックスに表示されるエラー内容（上段、下段）を確認してください。 
        ②停止スイッチを長押しします。（ブザーを止めるとエラー内容表示が消えます。ブザーを止

める前に必ずエラー内容を確認してください。） 
表示と内容 原   因 対 処 方 法 

ネット トチュウテ

イシ 

 

・ゴムローラ回転数

が正常値より下回

っている 

・ネット巻付け途中

で３秒以上ゴムロ

ーラが停止 

ナイフアームが正規の位置にセット

されていない 
ナイフアームを押し、正規の位置に止まるよう

にする 
カムのスタート位置がずれていた カムを正規の位置にセットする 

繰出し部ローラに巻きついた 
巻付き除去 

ローラに付着物、水滴などがあればきれいに

取り除く 

ネットが途中で引きちぎれた 

ブレーキ強さの設定変更 

新品に近い場合は項目「３８」の数値を上記

以外は項目「３９」の数値を下げる（「3-4-12

設定値変更の仕方」を参照してください。）

ネット部クランクアームの設定巻

数がボックスより少ない 

操作ボックスの設定巻数とクランクアーム

の設定巻数を一致させる 

ネットマキスウカジ

ョウ 

・ゴムローラ回転数

が正常値より上回

っている 

ナイフが作動しない ネット部ストッパの調整 

ネット部クランクアームの設定巻

数がボックスより多い 

操作ボックスの設定巻数とクランクアーム

の設定巻数を一致させる 

ネットガ クリダサ

レテイル 

・ネット巻付時以外

でゴムローラが回

転した 

ネット駆動部ベルトのつれ回り 繰出しモータベース調整 

ネットロールセット時のセットの垂

らした量が多く成形中にベールに引

き込まれた 

ネットを１度切断し、ネットロールを再度セ

ットする。 

ネットの垂らし量は成形ローラよりも上に

あること 

ゲートヘイ 

ケンシュツシナイ 

機体右キンセツセンサが反応して

いない 

油圧チェックでセンサの反応確認（センサの

ランプが点灯で反応） 

キンセツセンサとボルトのスキマが

多い 
スキマ調整 

フロント、ゲート間に付着物があり

ゲートが閉まりきらない 
付着物の除去 

ゲートカイケンシュ

ツシナイ 

機体右上ジキセンサが反応してい

ない 

油圧チェックでセンサの反応確認 

センサの位置調整 

アツリョクフソク ベーラ側配管からの油漏れ 増し締め、部品交換 

ベーラ側電磁弁の異常 電磁弁ゴミ詰まりが無いか確認 

ポンプ異常による吐出不良 
ポンプ周りから油が漏れていないか確認 

タンク外側の油面確認部で気泡が発生して

いないか確認 

ＰＴＯ回転数が低い ＰＴＯ５４０ｒｐｍで作業する 

ベールヲケンシュツ

シナイ 
ラップ上部コウデンセンサが反応し

ていない 

油圧チェックでセンサの反応確認 

センサの位置調整 

ブレーキタイムオー

バー 

電動シリンダの動作不良 電気チェックでシリンダ動作確認 

カクドセンサが反応していない 電気チェックでセンサの反応確認 
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表示と内容 原   因 対 処 方 法 

ユカオクリタイムオ

ーバー 

電動シリンダの動作不良 電気チェックでシリンダ動作確認 
カクドセンサが反応していない 電気チェックでセンサの反応確認 

アンゼンバーサドウ 安全バーが作動している 
作動した原因を取り除く セーフティースタータスイッチが 

反応した状態になっている 
テーブルカクド カクドセンサが反応していない 油圧チェックでセンサの反応確認 

テーブル油圧シリンダの動作不良 テーブル油圧シリンダの動作チェック 
ベールセンサハンノ

ウ 

ラップ部にベールがないのに、ベー

ルセンサが反応している 
油圧チェックでセンサの反応確認 ベール降ろす動作時、テーブルが降

りた後にベールセンサがＯＦＦに

ならない 
アームカイテン ローテーションアーム回転時にジ

キセンサが反応していない 
油圧チェックでセンサの反応確認 

ツウシンエラーヒダ

リ 

コントローラＬ（大きいコントロー

ラ左）の通信エラー 
電気チェックで通信の反応確認 
コネクタの差込確認 

ツウシンエラーミギ コントローラＲ（大きいコントロー

ラ右）の通信エラー 
電気チェックで通信の反応確認 
コネクタの差込確認 

ユアツカフカエラー 暖気運転が足りない 暖気運転を行う「3-4-1 暖気運転の仕方」を

参照 
供給コンベアベルトの内部にゴミ

が溜まっている 
ゴミ除去 

成形作業時、飼料が成形室に入り難

く、コンベア上部で詰まりが発生し

た 

1) 操作ボックス、油圧手動操作スイッチの

供給コンベア「逆転」「正転」スイッチを交

互に押し、詰まりを解消させる 
2)成形室が空の状態で成形ベルトが回るよ

うに調整する（「5-4-14 成形ベルトの張り調

整」参照） 
成形作業時、床送りでの供給量が多

く、コンベア上部で詰まりが発生し

た 

1) 操作ボックス、油圧手動操作スイッチの

供給コンベア「逆転」「正転」スイッチを交

互に押し、詰まりを解消させる 
2)成形作業時の床送り速度を遅くして作業

する（「3-4-12 設定変更の仕方」参照） 
供給コンベアと回収コンベアの間で

詰まりが発生した 
1) 操作ボックス、油圧手動操作スイッチの

供給コンベア「逆転」「正転」スイッチを交

互に押し、詰まりを解消させる 
2) 1)で動作しなければ、油圧ホースのカプラ

を差し換えて供給コンベアだけ駆動し、再度

「逆転」「正転」操作を行う。供給コンベア

がスムーズに回転するようであれば油圧カ

プラを元に戻し、供給/回収コンベアを「逆

転」させ詰まっていた飼料を機体外へ排出す

る 
3) 2)で動作しなければ、回収コンベアを取外

し詰まっている飼料を取り除く（「5-7 回収

コンベアの着脱方法」参照） 
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表示と内容 原   因 対 処 方 法 

ユアツカフカエラー 供給コンベアと回収コンベアの間

で詰まりが発生した 

4) 3)の対処後の作業でも同様のエラーが続

く場合は、「床送り開始までの時間」を長め

に変更する（「3-4-12 設定値変更の仕方」参

照） 

ツウシンエラー 
ビータ 

コントローラＢ（小さいコントロー

ラ）の通信エラー 

電気チェックで通信の反応確認 

コネクタの差込確認 

ビータ ノビ 電動シリンダの動作不良（伸びな

い） 

電気チェックでシリンダ動作確認 

ジキセンサが反応していない 電気チェックでセンサの反応確認 

ビータ チヂミ 電動シリンダの動作不良（縮まな

い） 

電気チェックでシリンダ動作確認 

ジキセンサが反応していない 電気チェックでセンサの反応確認 

ビータ テイシ ビータ部キンセツセンサが反応し

ていない 

電気チェックでセンサの反応確認 

ビータ、オーガ過負荷による 

Ｖベルトスリップ 

ビータ、オーガ周りの飼料を取り除く 

床送り設定を遅くする 

（標準３速→２速等） 

Ｖベルトテンションの調整不良 電動シリンダ伸び側のジキセンサ調整 

Ｖベルトストッパの調整 
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１０．ベーラネット部エラー発生時の復帰の仕方 
 
 
 
回転部や可動部に接触すると、巻き込まれ、ケガ

をする事があります。 
ＰＴＯを切ってから行ってください。 

 
 

 

操作ボックスの電源をＯＦＦにすると、作業復帰 
時にスタンバイ操作（操作ボックス「４ ラップ 
開始」スイッチ長押し）が必要となります。 

 
 
 

（１） 再度ネット巻付けしたい場合 
                                      運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  取扱い上の注意 

 

エラー発生 

表示部 エラー表示 
「ネット トチュウテイシ」 
「ネットマキスウカジョウ」 
「ネットガクリダサレテイル」 

ブザー、ホーンが鳴る（断続音 ピー、ピー、ピー） 
ベーラ部 アカパトライト 点灯 

ラップ部動作停止 

トラクタＰＴＯを停止する 

操作ボックスの「停止」スイッチを長押しする

エラー状態解除 
（ブザー、ホーン、パトライト） 

エラーの原因を取り除く 

トラクタＰＴＯを始動する 

ホルダ「閉」スイッチを押す 
（ホルダが開いている場合） 

「４ ラップ開始」スイッチを押す 

残り巻数に応じたラップフィルム巻付け動作を行う

「２ ネット巻付け」スイッチを押す 

ネット巻付け開始 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に応じた

作業に移行します。 
（連続運転の位置にあればベール放出、

次の成形作業が自動的に行われます） 

「２ ネット巻付け」スイッチを押す

ネット巻付け開始 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に応じた 
作業に移行します 

（連続運転の位置にあればラップ作業、 
次の成形作業が自動的に行われます） 

ラップフィルム 
巻付け中に発生 

ラップ部に 
ベールが無い 
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（２）ベール排出（ラップ部に移動）したい場合 
                                     運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

エラー発生 

表示部 エラー表示 
「ネット トチュウテイシ」 
「ネットマキスウカジョウ」 
「ネットガクリダサレテイル」 

ブザー、ホーンが鳴る（断続音 ピー、ピー、ピー） 
ベーラ部 アカパトライト 点灯 

ラップ部動作停止 

トラクタＰＴＯを停止する

操作ボックスの「停止」スイッチを長押しする 

エラー状態解除 
（ブザー、ホーン、パトライト） 

エラーの原因を取り除く 

トラクタＰＴＯを始動する 

ホルダ「閉」スイッチを押す 
（ホルダが開いている場合） 

「４ ラップ開始」スイッチを押す 

残り巻数に応じたラップフィルム巻付け動作を行う

ラップフィルム巻付け完了 

ベール放出 
「連続運転」の場合は自動放出 

「３ ベール排出」スイッチを押す 

搬送コンベア動作 

ゲートが開く 

ベール排出 

ベールがラップ部に移動 

ゲートが閉じる 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に応じた

作業に移行します 
（連続運転の位置にあればラップ作業、

次の成形作業が自動的に行われます） 

「１，５運転」か「１～５運転」を 
選択している場合は放出操作 

「３ ベール排出」スイッチを押す 

ラップフィルム 
巻付け中に発生 

ラップ部に 
ベールが無い 
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１１．ラップ部フィルム切れ発生時の復帰の仕方 
 
 
 
回転部や可動部に接触すると、巻き込まれ、ケガ

をする事があります。 
ＰＴＯを切ってから行ってください。 

 
 

 
操作ボックスの電源をＯＦＦにすると、現在のフ 
ィルム巻数がクリアされ、作業復帰時にスタンバ 
イ操作（操作ボックス「４ ラップ開始」スイッ 
チ長押し）が必要となります。 
ネット巻付け作業中の場合はネット巻付け作業が 
終了してからＰＴＯを停止してください。 
ＰＴＯを停止する前に操作ボックスの停止スイッ 
チを押す、又は電源をＯＦＦにするとコンベア動 
作が停止してしまうため、成形室からこぼれた飼 
料が溜まり、作業再開時にコンベア部で詰まる恐 
れがあります。緊急の場合を除き新しいフィルム 
をセットするまで操作ボックスの操作は行わない 
でください。 
フィルム切れが発生した場合は速やかにトラクタ 
ＰＴＯを止めてください。 
復帰時は、 
①搬送コンベア上の飼料の堆積状況を確認 
②堆積が多い場合は「ベール搬送」供給コンベア 
「正転」スイッチを押し、手動操作を行う 

③搬送コンベア上の飼料を無くす 
上記の確認、操作を行ってから作業復帰してくだ 
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  取扱い上の注意 

 

フィルム切れ発生 

成形作業再開 
（ベール成形中の場合） 

表示部 
「フィルムギレ」 

以降「設定選択ダイヤル」の位置に応じた 
作業に移行 

（連続運転の位置にあればラップ作業、 
次の成形作業が自動的に行われる） 

ローテーションアーム定位置停止 
ベーラ部床送りコンベア停止 
（ベール成形作業中の場合） 

フィルムホルダが開く 

表示部 
「カイシスイッチデサイカイ」 

ブザーが鳴る（ピッピッピッ・・・） 

トラクタＰＴＯを停止する 

フィルムをセットする 

トラクタＰＴＯを始動する 

「４ ラップ開始」スイッチを押す 

フィルムホルダが閉じる 

残り巻数に応じたラップフィルム 
巻付け動作を再開する 
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１２．設定値変更の仕方 
主な設定項目と、工場出荷時の数値は右表の通り 

です。 
変更された数値は操作ボックスの電源をＯＦＦに 

しても記憶されています。 
 
 
 

表示番号 表  示 設定数値 内     容 

30 ベール カウント 0  ベールカウント 

32 ネットマキスウ 5  ネット巻数設定 

33 ラップ テイソク 2  フィルム巻数(低速) 

34 ラップ ゴウケイ 18  フィルム巻数(合計) 

35 ユカオクリ ソクド 3  作業時の床送り速度 

36 ユカオクリ カイシ 5  床送り開始までの時間（秒） 

37 リリーフ ハンテイ 80  成形開始時のリリーフ判定圧（80→8ＭＰａ） 

38 ブレーキ シンピンン 60 ブレーキ強さ(新品) 

39 ブレーキ カミシン 160 ブレーキ強さ(紙芯) 

41 ユアツカフカ 140  
カフカエラーを判定する供給コンベアの動作圧力 

（140→14ＭＰａ） 

45 ダンキジカン 30  暖機運転の終了時間（分） 

46 ゲンソク 1  減速後の床送り速度 

47 ゲンソク アツ 95  減速を開始する供給コンベアの動作圧力（95→9.5ＭＰａ）

48 フッキ ソク 2  復帰後の床送り速度 

49 フッキ アツ 90  減速後、復帰する供給コンベアの動作圧力（90→9.0ＭＰａ）

 
（１）ネット巻数の変更 

ネットの巻数は３巻、５巻、８巻に変更すること

が出来ます。 
工場出荷時は５巻に設定されています。（３巻は飼

料によってはベール成形状態が悪くなる場合があり

ます。） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
作業機ネットバインディング装置の巻数設定位置 
と、操作ボックスの巻数設定値が一致していない 
と、ネット巻付け作業中に「ネット トチュウテイ

シ」、「ネットマキスウカジョウ」のエラーが発生 
します。巻数を変更する場合は、作業機の設定位 
置と操作ボックスの設定値を合わせてください。 
 

  取扱い上の注意 
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① 設定変更手順 
（例）ネット巻数を５から８にしたい場合                  運転者の操作が必要な動作 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業機右側上部にあるネットバインディング装置の 
ロッドを８巻の位置に取付ける 

操作ボックスの設定選択ダイヤルを「作業設定」に合わせる 

「停止（設定＋）」押し、項目番号「３２」に合わせる

３２  ネットマキスウ 
            ５ 

「４ ラップ開始（決定）」スイッチを長押しする（項目決定） 

ヘンコウカイシ 
スイッチホジ

３２  ネットマキスウ 
            ５ 

「停止（設定+）」スイッチを押し、数値「５」から「８」に合わせる 

３２  ネットマキスウ 
８ 

「４ ラップ開始（決定）」スイッチを長押しする（数値決定） 

 
キロクシマシタ！ 

３２  ネットマキスウ 
８ 

電源スイッチ操作にて電源を入れ直す 

表示 

表示 

表示 

表示 

表示 

表示 

点滅

点滅
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（２）ラップフィルム巻数変更 
ベールサイレージの長期保存や、より良質なベール

サイレージを作るためにも、６層巻き以上で巻付けを

行ってください。  
 
 

 
 

６層 
１８～２４巻 

 

①設定変更手順 
（例）フィルム巻き数（合計）を１８から２０に変更したい場合 
 

運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

設定選択ダイヤルを「作業設定」に合わせる 

「停止（設定＋）」押し、項目番号「３４」に合わせる 

３４  ラップゴウケイ 
            １８ 

「４ ラップ開始（決定）」スイッチを長押しする（項目決定） 

ヘンコウカイシ 
スイッチホジ 

３４  ラップゴウケイ 
            １８ 

「４ ラップ開始（決定）」スイッチを長押しする（数値決定）

電源スイッチ操作にて電源を入れ直す 

３４  ラップゴウケイ 
            ２０ 

３４  ラップゴウケイ 
     データキロク ２０ 

 
キロクシマシタ！ 

３４  ラップゴウケイ 
            ２０ 

「停止（設定＋）」を押し、 
数値「１８」から「２０」に合わせる 

表示 

表示 

表示 

表示 

表示 

表示 

表示 

点滅

点滅
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（３）床送り速度の変更 
成形作業中の床送りコンベアの速度を変更するこ

とができます。  
①設定変更手順 
変更は「3-4-12 設定値変更の仕方」（２）ラップフ

ィルム巻数変更手順を参考に行ってください。 
 
 
床送りの速度を３速以上にすると、成形作業中に 
供給／回収コンベア部で詰まりが発生しコンベア 
が停止する恐れがあります。 
変更は３速以下を選択してください。 
 

 
（４）床送り開始までの時間変更 

成形開始時は供給コンベアが5秒（設定値）動作

した後、床送りコンベアが動作するようになってい

ます。 
床送りまでの開始時間を長くすると成形時間は遅

くなりますが、搬送コンベア上に零れた飼料を成形

室に供給する戻し動作時間を長くすることができま

す。 
①設定変更手順 
変更は「3-4-12 設定値変更の仕方」（２）ラップフ

ィルム巻数変更手順を参考に行ってください。 
 
 
床送りまでの開始時間を短くすると、供給コンベ 
ア上に堆積した飼料が処理しきれず詰まりが発生 
しコンベアが停止する恐れがあります。 
開始時間は短くしないでください。 
 

 
（５）ブレーキ強さの変更 

ネット巻付け時のネットロールをおさえるブレー

キ強さを変更することができます。 
ネット巻付け中にネットが引きちぎられ「ネット

トチュウテイシ」エラーが発生した場合に変更して

ください。 
ネットロールが新品に近い状態で変更するときは

項目「３８」の値を下げ、それ以外は項目「３９」

の値を下げてください。 
①設定変更手順 
変更は「3-4-12 設定値変更の仕方」（２）ラップフ

ィルム巻数変更手順を参考に行ってください。 
 
 
数値を下げすぎると、ネットロールを押さえる力 
が弱くなりすぎて排出時のベール形状が悪くなる 
場合があります。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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１３．センサ設定値変更の仕方 
床送り、ネットブレーキ、テーブルの角度センサ

が以下の状態になった場合使用します。 
・センサを交換した場合 
・操作ボックスの表示と作業機の動作が異なっている

場合。 
 （例）作業中操作ボックスでは床送り２速になって

いるが、作業機は３速で動いている 
 
 

 

上記の場合以外で変更を行うと作業機が正常に動 
作しません。 
上記以外の場合は使用しないでください。 

 
設定項目と、出荷時の数値は下表の通りです。数値

は機体により異なります。 

 
注１ ビータジドウ 数値が「2」の場合で、オーガ駆動シリンダが縮んでいる（オーガ停止状態）場合、電動

シリンダが伸びオーガ、ビータが駆動されます。

 
（１）設定変更手順 
① 設定選択ダイヤルを「センサ設定」に合わせます。 
② 項目の選択、変更、決定は「3-4-12 設定値変更の

仕方」（２）ラップフィルム巻数変更手順を参考に

行ってください。 
 
次頁の表のスイッチを操作する事で作業機の動作を

確認しながら、数値を変更、決定することができます。 
 
 
テーブルは油圧シリンダ上下の為、トラクタＰＴＯ

を始動させて行います。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示 

番号 
表   示 

出荷時の数値 

（参考値） 
内       容 

0 マキツケ イチ 500 フィルム巻付け開始時のテーブル位置（テーブル角度） 

2 ユカセンサ ０ 693 床送り 0 速（床送り変速） 

4 ユカセンサ １ 646 床送り １速（床送り変速） 

6 ユカセンサ ２ 600 床送り ２速（床送り変速） 

8 ユカセンサ ３ 557 床送り ３速（床送り変速） 

10 ユカセンサ ４ 510 床送り ４速（床送り変速） 

12 ユカセンサ ５ 468 床送り ５速（床送り変速） 

14 スタンバイ イチ 680 
スタンバイ時（テーブル上がった状態）のテーブル位置 

（テーブル角度） 

16 ネット カミシン 350 紙芯ﾈｯﾄ位置 

18 ネット シンピン 630 新品ﾈｯﾄ位置 

20 ブレーキ ヘイ 300 ブレーキ閉位置 

22 ブレーキ カイ 870 ブレーキ開位置 

24 ネットコンベア 40 

ネット巻付け時、供給・搬送コンベア動作時間（0.1Ｓ） 

数値「40」ではネット巻付け時４秒、供給・搬送コンベアが動作 

数値「255」ではネット巻付け終了まで供給・搬送コンベアが動作 

26 ビータ ジドウ 1 

１；オーガ、ビータが床送りコンベアと連動して動作 

（床送りコンベア停止時、オーガ、ビータも動作停止） 

2；オーガ、ビータが停止せずに連続動作(注１) 

28  0 ベール総個数 ベールカウントが 10 の倍数になるごとに+1 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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   動作箇所 
 
 

スイッチ 

床送り

（シリンダ

動作） 

ネット 

ブレーキ 

（シリンダ

動作） 

テーブル 

（シリンダ 

動作） 

速く 
増速 

（伸び）

開く 

（伸び） 

上がる 

（伸び） 

遅く 
減速 

（縮み）

閉まる 

（縮み） 

下がる 

（縮み） 

搬送コンベア 決定 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１４．設定変更した値を初期値に戻す場合 
作業設定、センサ設定で変更した数値を初期値（工場出荷時の値）に戻すことができます。 

 
（１）設定変更手順 
（例）フィルム巻き数（合計）を２２巻に変更したが、工場出荷時の値（１８巻）に戻したい場合 

運転者の操作が必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

操作ボックスの表示 

０ マキツケ イチ 

    640      500 

実際の作業機センサの数値 
上下、伸縮させると値が変動 

現在設定されている 
数値 

設定選択ダイヤルを「作業設定」に合わせる 

「停止（設定＋）」押し、項目番号「３４」に合わせる 

３４  ラップゴウケイ 
            ２２ 

表示 

「４ ラップ開始（決定）」スイッチを長押しする（項目決定） 

ヘンコウカイシ 
スイッチホジ 

表示 

３４  ラップゴウケイ 
            ２２ 

表示 点滅

「テーブル 上 （初期値）」スイッチを長押しする 

電源スイッチ操作にて電源を入れ直す 

ショキチキロク    １８ 
            ２２ 

 
キロクシマシタ！ 

３４  ラップゴウケイ 
            １８ 

表示 

表示 

表示 
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長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。 

 
 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずにコンベア搬送 
部で作業を行なうと、第三者の不注意により、 
不意に作業機が駆動され、思わぬ事故を起こす 
事があります。ＰＴＯを切り、エンジンを止め、

回転部や可動部が止まっている事を確かめて行 
なってください。 
ホッパ部掃除の動作中は可動部に近づかないで 
ください。 
ゲートを閉じる時、中に人がいるとゲートに挟 
まれ、ケガをする事があります。 
周囲に人を近づけないでください。 
ゲートを開けて清掃する時は、操作ボックスの 

電源を切り、ストップバルブをロックし、ゲー 

トを確実に固定してください。 
 

 
 
ＰＴＯおよびエンジンを止めずに、回転部・可 
動部の付着物の除去作業などを行なうと、機械 
に巻き込まれてケガをする事があります。 

 ＰＴＯを切り、エンジンを止め、回転部や可動 
部がとまっている事を確かめて行なってくだ 
さい。 
ホッパ部掃除の動作中は可動部に近づかないで 
ください。 
作業後の点検を怠ると、機械の調整不良や破損 
などが放置され、次の作業時にトラブルを起こ 
したり、ケガをする事があります。作業が終わ 
ったら、取扱説明書に基づき点検を行なってく 
ださい。 
テーブル上にベールを載せた状態で作業機を格 
納すると、不意に後ローラが下がりテーブル上 
からベールが落下し、思わぬ事故を起こすこと 
があります。保管時には、テーブル上にベール 
を載せないでください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 作業後の手入れ 

 
作業後は必ず機体の清掃を行い、機体内に残った

飼料や付着している飼料をすべてきれいに取り除い

てください。 
そのままにしておくと、二次発酵、カビの発生等、

次作業時のベール品質の低下を招くことになります。 
 
１．ホッパ部清掃の方法 

作業終了後、ホッパ内に残った飼料を片付ける場

合に使用します。この操作でホッパ内に残った飼料

は床送りコンベアから供給コンベアを経由し回収コ

ンベア後部から排出することが出来ます。大量の飼

料がホッパ内に残っている場合は機体右側のドアか

ら排出してください。 
 
 

操作ボックスの供給コンベア「正転」、「逆転」ス 
イッチは手を放すと停止します。 
床送りが速過ぎると、供給／回収コンベアの間で 
飼料が詰まる恐れがあります。様子を見ながら床 
送り速度を調整してください。 
設定選択ダイヤルが「掃除」の位置に合わせてい 
る場合、「ゲート閉」スイッチを押しても動作し 
ません。ゲート閉動作を行なう場合は設定選択ダ 
イヤルをいずれかの運転（連続、１，５操作、１ 
～５操作どれでも可）に合わせ、「ゲート閉」スイ

ッチを押してください。 
床送り変速スイッチの操作は、掃除開始直後は１ 
速で行ない、その後ホッパ内の量を見て変速操作 
を行なってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  警 告 

  注 意  

４ 作業が終わったら 

  取扱い上の注意 
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                                          運転者の操作が 
                                          必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１ 床送りコンベア、搬送コンベアは「停止」スイッチを押すと止める事ができます。 
※２ 供給コンベア「逆転」スイッチをはなすと停止します。 
 
 

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動 

操作ボックスの電源を入れる 

設定選択ダイヤルを「運転」に合わせる 
（連続、１、５操作、１～５操作どれでも良い） 

「４ ラップ開始」スイッチを長押しする 

スタンバイ動作 

設定選択ダイヤルを「掃除」に合わせる 

「搬送コンベア」スイッチを押す ※１ 

搬送コンベア動作 

「ゲート開」スイッチを押す 

ゲートが開く 

ストップバルブを閉じ側にする 

供給コンベア「逆転」スイッチを押す ※２

床送り「速く」、「遅く」スイッチを押す ※１ 
開始直後は「１速」に合わせ、その後ホッパ内の量、 
供給／回収コンベア間の詰まりがないか確認し変速する

掃除終了 

設定選択ダイヤルを「運転」に合わせる 
（連続、１、５操作、１～５操作どれでも良い）

ストップバルブを開き側にする 

「ゲート閉」スイッチを押す 

ゲートが閉じる 

トラクタＰＴＯ、エンジンを停止する

 

 

（２回目のブザーが鳴るまで） 
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２．ベルト内清掃の方法 
付属のバーを使用し、成形ベルト（フロント、ゲート）、供給コンベアベルトの内部に入り込んだ飼料を排出し

てください。 
                                          運転者の操作が 
                                          必要な動作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

搬送コンベアは「停止」スイッチを押すと止める事ができます。 
３．ネットバインディング部の清掃 
ネットバインディング部、ネットケーシング部に飼料が溜まったままだと、ネット繰り出し不良の原因になる

場合があります。ゴムローラ、スチールローラへの飼料の付着がある場合や、ネットケーシングに飼料が溜まっ
ている場合は、清掃を行ってください。 

トラクタエンジン、ＰＴＯを始動 

操作ボックスの電源を入れる 

「設定選択」ダイヤルを「運転」に合わせる 
（連続、１、５操作、１～５操作どれでも良い） 

「４ ラップ開始」スイッチを長押しする 

スタンバイ動作 

「ゲート開」スイッチを押す 
（ゲートのゴミ排出用開口部から、付属のバーを 

挿入できる位置までゲートを開ける） 

「搬送コンベア」スイッチを押す 

搬送コンベア動作 

ゲートが開く 

ストップバルブを閉じ側にする 

供給コンベア「逆転」スイッチを押す 

バーを使用し、成形ベルト内（フロント側、ゲート側）

と供給コンベアベルト内のゴミを除去する 

掃除終了 

ストップバルブを開き側にする 

「ゲート閉」スイッチを押す 

ゲートが閉じる 

トラクタＰＴＯ、エンジンを停止する

 

（２回目のブザーが鳴るまで） 

トラクタＰＴＯ、エンジンを停止する

「設定選択」ダイヤルを「掃除」に合わせる

トラクタエンジン、ＰＴＯを始動 
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２ 機体の手入れ 

 
１．ボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落がないか、

又、破損部品がないか確認してください。異常が

あれば、ボルトの増し締め、部品の交換をしてく

ださい。 
２．油圧モータ・油圧シリンダ・油圧ホース関係から

の油漏れの確認をしてください。不具合が見つか

ったときは、オイルの補給、ホース接続部の増し

締め・部品の交換をしてください。 
３．電装品関係の部品破損・コードの断線などがない

か確認してください。不具合が見つかったときは、

部品の交換をしてください。 
４．破損した部品、消耗した部品を交換・補充してく

ださい。 
５．点検整備一覧表、消耗部品の点検・交換の目安に

基づき駆動部、連結部などを点検してください。 
６．給油箇所一覧表に基づき油脂を補給してください。 
７．ＰＴＯ軸・ＰＩＣ軸・パワージョイントスプライ

ン部など、塗装されていない露出部は、青錆を防

ぐためにグリースを塗布してください。 
８．トラクタから作業機をはずす時は、スタンドをた

ててから行ない、パワージョイントをはずしてく

ださい。 
９．油圧カプラ、電装カプラは、付属のキャップを付

けてください。 
10．操作ボックス、ラジコン送受信機は室内に保管し

てください。 
11．作業機よりネットロール、ラップフィルムをはず

してください。ラップ部のストレッチローラ組立

品は下図矢印方向へ回動し、フックでロックして

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高圧洗車機などで本機を洗車すると、制御ボックス

等の電装品に水が入り破損の原因となります。洗車

時、水がかからない様に注意してください。 
操作ボックス、ラジコン送受信機は水濡れ、結露に

より破損する場合があります。使用しない時は、住

居室内で保管してください。 
 
 

３ 長期格納する時 

 
１．機体各部の清掃をしてください。 
２．点検整備一覧表、消耗部品の点検・交換の目安に

基づき駆動部などを点検してください。又、破損

した部品、消耗した部品を交換・補充してくださ

い。 
３．給油箇所一覧表に基づき油脂を補給してください。

又、回転・回動支点およびパワージョイントのク

ランクピンを含む摺動部には注油し、ＰＴＯ軸・

ＰＩＣ軸・パワージョイントスプライン部にはグ

リースを塗布してください。 
４．塗装の損傷部を補修塗装するか、又は油を塗布し、

錆の発生を防いでください。 
５．機械は風通しの良い屋内に保管してください。 
６．やむを得ず屋外に保管する時は、シートを掛けて

ください。 
７．作業機よりネットロール、ラップフィルムをはず

し、風通しの良い屋内に保管してください。 
８．操作ボックス、ラジコン送受信機は室内に保管し

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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 調子よく作業するために、定期的に点検・整備を行

いましょう。 
 機械の整備不良による事故などを未然に防ぐために、

「点検整備一覧表」「消耗部品の点検・交換の目安」に

基づき、各部の点検・整備を行い、機械を最良の状態

で、安心して作業が行えるようにしてください。 
 シャーボルト、ナイフ、ネットロール、ラップフィ

ルムは消耗品となっています。摩耗、折損、消耗した

時は交換、補充してください。 
ネットバインディング装置部など、上部の点検・調

整には、脚立等を使用し行なってください。 
 
 
運転又は調整中、ネットフレーム内に手を入れ 
ると、ナイフが動きケガをする事があります。 
ネットフレーム内には絶対に手を入れないでく 
ださい。 

 
 
ネットバインディング装置を調整する時、ロー 
ラに接触すると巻き込まれ、ケガをする事があ 
ります。 
ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行なってく 
ださい。 
本機を点検・調整する時、回転部や可動部に巻 
き込まれ、ケガをする事があります。 
ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行なってく 
ださい。 
ゲートを開けての点検・調整中、不意にゲート 
が閉まり、挟まれてケガをする事があります。 
ストップバルブをロックし、操作ボックスの電 
源を切り、ゲートを確実に固定してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

機械に異常が生じた時、そのまま放置すると、 
破損やケガをする事があります。 
取扱説明書に基づき行ってください。 
傾斜地や凸凹地または軟弱地などで行うと、本 
機が不意に動き出して思わぬ事故を起こす事が 
あります。 
平坦で地盤のかたい所で行ってください。 
ＰＴＯおよびエンジンをとめずに作業すると、 
第三者の不注意により、不意に本機が動き出し 
て思わぬ事故を起こす事があります。 
ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動 
部がとまっている事を確かめて行ってください。

油圧の継手やホースにゆるみや損傷があると、 
飛び出る高圧オイルでケガをする事があります。

補修もしくは部品交換してください。 
継手やホースをはずす時は、油圧回路内の圧力 
をなくしてから行なってください。 
不調処置・点検・整備のために外したカバー類 
を取り付けずに作業すると、回転部や可動部に 
巻き込まれ、ケガをする事があります。 
元通りに取り付けてください。 
バッテリからバッテリコードを外す時は、－側 
から外し、取り付ける時は＋から取り付けてく 
ださい。 
もし逆にすると、作業中工具がトラクタに接触 
した場合、火花が生じ、火災事故の原因になり 
ます。 
本製品には水銀を含む部品が使用されています。

《水銀使用部品番号 1203130000、ロータリ 
コネクタ》 

使用済みとなりました部品は“水銀を含む産業 
廃棄物”として、専門の処理業務に処理しても 
らってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 点検と整備について 

  注 意 

  警 告  

  危 険 
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１ 点検整備一覧表 

 

時    間 チ ェ ッ ク 項 目  処       置 

新品使用前 
各部の給油 「5-3 給油箇所一覧表」に基づき不足の場合

は給油 

新品使用１時間 
全ボルト・ナットのゆるみ 
ローラチェーンのテンションスプリングの 
ゆるみ 

増し締め 
調整 

作業前 
作業後 

機械の清掃 
シャーボルト切損 
ネットロール消耗 
ラップフィルム消耗 
給油装置オイル消耗 
タイヤ空気圧 13.0/75-16-10ＰＲ 
コンベアチェーンのテンション 
 
各部の損傷、部品脱落 
ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落 
駆動系の異常音・異常振動 
パワージョイント、カバー、チェーン破損 
回転部・可動部の給油、注油、給脂 
回転部・可動部への飼料の付着 
各部調整 

交換・補充 
補充 
補充 
リザーブオイルタンクに補充 
294kPa、3.06kgf/ｃ㎡ 
「5-4-2 コンベアチェーンのテンション」に

基づき調整 
部品交換、取付 
増し締め・部品の補給 
「6-1不調処置一覧表」に基づき処置交換 
交換 
「5-3給油箇所一覧表」に基づき給油 
付着した飼料を除去 
「5-4各部の調整」に基づき調整 

シーズン終了後 

機械の清掃 
各部の損傷、部品脱落 
コンベアチェーンの伸び 
 
ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落 
回転部・可動部の給油、注油、給脂 
回転部・可動部への飼料の付着 
塗装損傷部 
回動支点・ピン等の磨耗 

部品交換、取付 
「5-4-2 コンベアチェーンのテンション」に

基づき調整、または全数交換 
増し締め・部品の補給 
「5-3給油箇所一覧表」に基づき給油 
付着した飼料を除去 
塗装または油塗布 
部品交換 

 
 

２ 電球の交換 

 
灯火器の電球を交換する際はレンズを取り外して行

います。 
電球は当社推奨の規格を使用してください。 
 
 

定  格 
スタンレー品番

（参考） 

ウィンカー １２Ｖ ２１Ｗ Ｓ２５ ＢＰ４５７５Ｂ 

尾灯 
制御灯 

１２Ｖ ２１Ｗ／５Ｗ Ｓ２５ ＢＰ４８７５Ｂ 

回転灯 １２Ｖ １０Ｗ  
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○ 給油・塗布するオイルは清浄なものを使用してください。 
○ グリースを給脂する場合、適量とは古いグリースが排出され、新しいグリースが出るまでです。 
○ 出荷時には、十分給油してありますが、使用前に確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３  給油箇所一覧表 
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１．ギヤボックス             ２．油圧タンク ３．ＰＩＣ軸軸受け 

  ４．ポンプ駆動部 

                         

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

７．オーガ・ビータ軸軸受 

８．ビータ駆動部 
９．スプロケット 
１０．床送りコンベヤ軸受 
１１．供給コンベヤ軸受 
１２．テンションアーム支点 

５０．オーガ駆動テンション 
                                  ３１．ハブ 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

           １７．成形ベルトテンション 

              ローラ軸軸受 
１３．ローラ駆動軸軸受  １８．成形ベルトテンション 

１４．ローラ軸         ローラスライドベース 

５．２Ｐフレーム 

６．ロワーリンクブラケット 
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１３．ローラ駆動軸軸受 
１５．ローラ駆動軸軸受 
１７．成形ベルトテンション 

ローラ軸軸受 
１８．成形ベルトテンション 

ローラスライドベース 
 
 

１６．ゲート支点 

１９．ハウジング 

２０．ストッパ 

２１．ラッチ 

２２．給油リンク支点 

２３．リンク支点 
 
 
 
 

 
 
 
２４．ノッチ        ２５．ロッド 
２６．ラチェットホイール  ２７．アーム摺動部 

 
 
 

２８．床送りコンベヤ駆動スプロケット 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

３０．搬送コンベヤ従動スプロケット            ２９．ＰＩＣ軸軸受 
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３２．搬送コンベヤ軸受                ３３．テーブルシリンダ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             ３４．ローラ軸受 
                             ３５．補助ロール 
                             ３６．テーブル支点 
３７．フィルムホルダ 
３８．フィルムホルダシリンダ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３９．テーブル駆動部 
４０．搬送コンベヤ駆動部 

                              ４１．ストレッチギヤ 
 
 
 
 
 
 
 
                              ４２．リザーブオイルタンク 
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 ４３．パワージョイント               ４４．ネットブレーキ 
                           ４９．ネットブレーキ支点 
 
 
 
 
 
 
 
 
４５．回収コンベア駆動部                
４６．回収コンベア駆動軸軸受け 
 
 
 

４７．回収コンベアバイピッチチェーン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
No. 

 
給 油 場 所 

 
箇所 潤滑油の種類 交換時間 

 
給油量 備   考 

1 ギヤボックス １ 
※1 ギヤオイル

；ＶＧ220 

９０時間 
又は 

３０００ベール
１．７ℓ   

2 油圧タンク １ 
※2 耐摩耗性 
 油圧作動油 

ＶＧ46 

９０時間 
又は 

３０００ベール

５０～
７５ℓ  
※３ 

品番 

２ＡＸＯＪ-ＶＧ４６

3 ＰＩＣ軸軸受 1 
※9 集中給油 

グリース4種；2号 
使用ごと 適量 グリースニップル 

4 ポンプ駆動部 1 〃 〃 〃 グリース塗布 

5 ２Ｐフレーム 1 〃 〃 〃 グリースニップル 

6 ロワーリンクブラケット 2 〃 〃 〃 〃 

7 オーガビータ軸軸受 5 〃 〃 〃 〃 

8 オーガビータ駆動部 1 〃 〃 〃 グリース塗布 ※８

9 スプロケット 1 〃 〃 〃 グリースニップル 

10 床送りコンベア軸受 2 〃 〃 〃 〃 

11 供給コンベア軸受 2 〃 〃 〃 〃 

12 テンションアーム支点 3 〃 〃 〃 〃 

13 ローラ駆動軸軸受 4 〃 〃 〃 グリースニップル※４
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No. 

 
給 油 場 所 

 
箇所 潤滑油の種類 交換時間 

 
給油量 備   考 

14 ローラ軸 2 
※9 集中給油 

グリース4種；2号 
使用ごと 適量 グリースニップル 

15 ローラ駆動軸軸受 1 〃 〃 〃 〃 

16 ゲート支点 4 〃 〃 〃 〃 

17 
成形ベルトテンション

ローラ軸軸受 
4 〃 〃 〃 〃 

18 
成形ベルトテンション
ローラスライドベース 

8 〃 〃 〃 グリース薄く塗布 

19 ハウジング 2 〃 〃 〃 グリースニップル 

20 ストッパ 1 〃 〃 〃 グリース塗布 

21 ラッチ 1 〃 〃 〃 グリースニップル 

22 給油リンク支点 オイル注油 オイル 〃 〃 注油 

23 リンク支点 1 
※9 集中給油 

グリース4種；2号 
〃 〃 グリースニップル 

24 ノッチ 2 〃 〃 〃 〃 

25 ロッド 2 〃 〃 〃 〃 

26 ラチェットホイール 1 〃 〃 〃 グリース塗布 

27 アーム摺動部 オイル注油 オイル 〃 〃 注油 

28 床送りコンベア 
駆動スプロケット 

2 
※9 集中給油 

グリース4種；2号 
〃 〃 グリースニップル 

29 ＰＩＣ軸軸受 1 〃 〃 〃 〃 

30 搬送コンベア 
従動スプロケット 

2 〃 〃 〃 ※６  〃 

31 ハブ 2 〃 
2,000㎞走行又

は３年 
〃 〃 

32 搬送コンベア軸受 2 〃 〃 〃 〃 

33 テーブルシリンダ 2 〃 〃 〃 〃 

34 ローラ軸受 8 〃 〃 〃 〃 

35 補助ロール 2 〃 〃 〃 〃 

36 テーブル支点 2 〃 〃 〃 〃 

37 フィルムホルダ 8 〃 〃 〃 〃 

38 
フィルムホルダシリン

ダ 
4 〃 〃 〃 〃 

39 テーブル駆動部 1 〃 〃 〃 グリース塗布 

40 搬送コンベア駆動部 1 〃 〃 〃 〃 

41 ストレッチギヤ 2 〃 〃 〃 〃 

42 
 
リザーブオイルタンク 

 
１ 

※7 食品機械用
油、又は成分 
解性植物油 

使用ごと 
補充 

最大 
１．５ℓ  

タンクに表示してあ
るＭＡＸの線は本作

業機と関係なし 
品番XODYSBIOCHE

43 パワージョイント １ 
※9 集中給油 

グリース4種；2号 
使用ごと 適量 ※５ 

44 ネットブレーキ １ 〃 〃 〃 グリースニップル 

45 回収コンベア駆動部 １ 〃 〃 〃 グリース塗布 

46 回収コンベア駆動軸軸受 2 〃 〃 〃 グリースニップル 
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※１．ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー スーパーギヤオイル ２２０」または相当品をお使いください。 

   車両用ギヤオイル ＳＡＥ ９０ ＡＰＩ ＧＬ－５ 使用可。 

※２．ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー スーパーハイドロ Ａ ４６」または相当品をお使いください。 

※３．Ｎｏ2 の給油量はタンク内の適正量です。油圧ホース、油圧シリンダが空の状態だった時には、油圧作動

後、油面計で油面高さを確認し、適正量まで油を補充してください。 

適正量は使用条件によって異なります。外気温が高い場合、長時間連続して作業する場合は油を増量する

ことにより油温上昇を抑制できます。（出荷時；５０） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※４．ゲートを開けた状態で給脂してください。 
※５．パワージョイントのクランクピン摺動部には、オイルを注油し、又、ＰＴＯ軸、ＰＩＣ軸、パワージョイ

ントのスプライン部には、グリースを塗布してください。 
※６．回収コンベアを取外した状態で給脂してください。 
※７．チェーンに付着したオイルが飛散し、飼料に混入する可能性があります。食品機械用油、又は成分解性 

植物油を使用してください。 
※８．グリース塗布する際はＶベルトに付着しないようにしてください。 
※９．ＩＤＥＭＩＴＳＵ「ダフニー エポネックスＳＲ Ｎｏ.２」または相当品をお使いください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
No. 

 
給 油 場 所 

 
箇所 潤滑油の種類 交換時間 

 
給油量 備   考 

47 
回収コンベアバイピッチ
チェーン 

2 
※7 食品機械用
油、又は成分 
解性植物油 

〃 〃 
注油 

品番XODBIOADO 

49 ネットブレーキ支点 2 〃 〃 〃 〃 

50 オーガ駆動テンション 1 
※9 集中給油 

グリース4種；2号 
〃 〃 グリースニップル 
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４ 各部の調整 

 
1.シャーボルトの交換 

過負荷から各部を守るため、機体前方の駆動メイン

部と、左前側のオーガ、ローラ駆動部の２箇所にそれ

ぞれシャーボルトを装備しています。また、予備のシ

ャーボルトは機体前方に取り付けています。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シャーボルトは純正品（04402840002 シャー 
ボルト；Ｍ１０×５５）を使用してください。 
シャーボルト切断の原因を取り除かずに、新し 
 いシャーボルトを取り付けても、再度、切断さ 
 れます。必ず原因を調べ、その原因を取り除い 
 てから行ってください。 
当社指定外のシャーボルトを使用すると、過負 
 荷に対し、切断されず機体各部の破損原因にな 
 ったり、正規の使用状態にもかかわらず、すぐ 
 にシャーボルトが切断される事があります。 
当社指定のシャーボルトを使用してください。 
当社指定のシャーボルトを使用していても、高 
 速回転でＰＴＯクラッチを入れたり、本作業機 
 の適正回転数以外で使用すると、シャーボルト 
 が切断される事があります。 
 ＰＴＯの接続は、低速回転で接続後、本作業機 
 の適正回転数にセットして作業してください。 
 

 
２．コンベヤチェーンのテンション 

 (１)コンベヤチェーンの中央を４０kgfの力で持ち 

   上げた時、チェーンが１００～１２０㎜持ち上 

がるようにセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２) 左右のコンベヤチェーンの持ち上がる量が同 

   じになるように、左右のボルト（ゼンネジ）を 

   締め込んでください。 
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３．床送りコンベヤ駆動部の調整  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１） カバーを外してください。 
（２） 操作ボックスの電源を入れ、設定選択ダイヤ

ルを「掃除」に合わせてください。床送りが

０速であることを確認し、電源を切ってくだ

さい。 
（３） ストッパ爪とノッチガイドの調整 

① ストッパ爪とラチェットホイールの歯面の

間に1㎜の隙間を開けます。 
② ノッチガイドが図に示す位置（ラチェットホ

イールの歯面の角がノッチガイドの面と重

なる位置）となるようボルトＭ８×２０を緩

めてガイドを左右させ調整してください。 
調整後は元通り固定してください。 

（４） ストッパ爪と送り爪の調整 
① クランクアームが図に示す位置（上死点。送

り爪がラッチェットホイールを送り終え、送

り爪がラッチェットホイールの歯面と接し

た状態）に合わせてください。 
② ①の状態でストッパ爪とラッチェットホイ

ール歯面の間に1㎜の隙間が開くようホルダ

で調整してください。 
 ・1㎜より広い場合は、ピンを抜きホルダを反

時計回りに回してください。 
   ・1 ㎜より狭い場合は、ピンを抜きホルダを時

計回りに回してください。 
    ホルダは、ナットＭ１２を緩め、ピンを固定

しているボルトＭ１２×７５を外してピン

を抜き、回してください。 

    調整後は元通り固定してください。 
（５） クランクアームが１回転したとき、チェンジ

レバーがＮの位置でラチェットホイールの歯

がストッパ爪を乗りこえないことを確認して

ください。 
（６） 操作ボックスの電源を入れ、設定選択ダイヤ

ルを「掃除」に合わせてください。 
（７） 床送りスイッチを操作し、１～５速でそれぞ

れラチェットホイールの歯が１～５つ乗りこ

えるか確認してください。 
操作ボックスの表示速度とラチェットホイー

ルが乗りこえる歯の数が一致しない場合は

「3-4-13 センサ設定値変更の仕方」に基づ

き、数値を設定し直してください。 
（８） 床送りスイッチを操作し０速にした時に、チ

ェンジレバーがＮの位置にあり、アングルと

電動シリンダ間にスキマがあることを確認し

てください。 
（９） カバー取付け、固定してください。 
 

床送りコンベアチェーンに負荷が掛かっていな 
い場合（ホッパ内に飼料が入っていない）、操作ボ 
ックスの表示速度よりもラチェットホイールが乗 
りこえる歯の数が多い場合があります。 
その場合はホッパに荷を積んだ状態での確認が必 
要です。 

 
 

 取扱い上の注意
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４.ローラチェーンの張り調整 

ローラチェーンは、使用するにつれて少しずつ伸び

が生じます。 
円滑な動力の伝達をするために、ローラチェーンの

張り調整を行ってください。 
 
（１）駆動メイン部、ビータ部 

ボルトを緩め、テンションローラを動かしてロー

ラチェーンの張りを調整し、ボルトを締めてくださ

い。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指で押し

て、たわみ量がそれぞれ下記の寸法程度になるのが

適正です。 
ビータテンション   ＝  ９ｍｍ 
駆動メインテンション ＝ １４ｍｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ローラ駆動部 

ローラチェーンの張り調整はスプリング長さをボ

ルト・ナットで調整して行います。 
各部のスプリング長さは、次の通りです。 

Ａ ＝ ７０ mm 
Ｂ ＝ ６５ mm 
Ｃ ＝ ６５ mm 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）タンデム油圧ポンプ 
ナットを緩め、タンデムポンプ取付のベースプレ

ートを動かしてローラチェーンの張り調整をし、ナ

ットを締めてください。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指で押し

て、たわみ量が５mm程度になるのが適正です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）シングル油圧ポンプ 

ナットを緩め、シングルポンプベースプレートを

動かしてローラチェーンの張り調整をし、ナットを

締めてください。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指で押し

て、たわみ量が４mm程度になるのが適正です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）搬送コンベア駆動部 

搬送コンベアを駆動しているローラチェーンは、

作業機右側の油圧モータをスライドさせて行います。 
張りの強さはローラチェーンの中央部を指で押し

て、たわみ量が８mm程度になるのが適正です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

- 65 -

（６）ローテーションアーム駆動 
ボルトを緩め、ローラチェーンの張りを調整し、

ボルトを締めてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）テーブル駆動 

ボルトを緩め、ローラチェーンの張りを調整し、

ボルトを締めてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（８）回収コンベア駆動 

ボルトを緩め、ローラチェーンの張りを調整し、

ボルトを締めてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．ネット駆動Ｖベルトのストッパと張り調整 
（１）Ｖベルトが連れ回る場合は、ベルトストッパ

をＶベルトと軽く接触する程度まで調整してく

ださい。 
（２）ネットを繰出すテンションクラッチのＶベル

トがすべる場合は、電動モータ位置を動かしＶ

ベルトの張り量を調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．ナイフアームのセット調整 
（１）ボタンボルトを軽く緩め、アーム先端のラッチ 

がストッパに掛かる様にストッパの位置を仮決め 
します。 

（２）クランクアームを左右に動かしシャフトを回転 
させて、ラッチがストッパから外れる様にボルト 
でストッパの位置の調整を数回行い位置を決めま 
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ゲートを開閉し、ラッチがストッパに掛かる事 
  を確認してください。 
（４）掛からない時はロッドの長さをフォークエンド

で調整します。 
（５） 長さは、ゲートを開けた時にストッパとラッチ

のスキマが 20mm 程度になる様にロッド長さを

調整します。 
 
 
 
 
 
 
 
作業中、ベール排出時に確実にナイフアームがリセ

ットされることを確認してください。 
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７．ナイフとシャバーの調整 
  ロックボルトを１／２回転程度緩めてからナイフ

がシャバーの面取り上部１～３mm の位置に当たる

ように、また、ナイフとシャバーのスキマがなくな

るように調整してください。 
  シャバーは裏返しても使用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．ロッドの長さの調整 
  ロッドの長さを１６０mmを目安に調整してくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９．ネット繰出し部ブレーキスプリングの調整 

繰出しローラ部のスプリング長さは２３mmに調

整してください。 
 
 
ブレーキスプリングを強くしすぎるとネット繰 
出し失敗の原因となります。スプリングの調整 
は不調処置の場合に行ってください。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０．ネットケーシング部ブレーキアームスプリング

の調整 
  ブレーキアームのスプリング長さは、１０５mm
に調整してください。スプリングを伸ばすとブレー

キは弱まり、締めるとブレーキは強くなります。 
 

ブレーキスプリングを強くしすぎるとネット繰 
出し失敗の原因となります。スプリングの調整 
は不調処置の場合に行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１．給油装置の調整 

本作業機に装備されている給油装置は、ゲートの

開閉に連動した自動給油装置です。 
（１）レバーとブラケットのスキマＡを２０～２５

mmになるようレバーを調整します。 
（２）レバーを動かし、ブラシからの給油量を作業機

左側にあるブンパイキを本機から取り外し、調整

ネジで調整します。調整後、ロックナットを締め

てください。 
 

ブンパイキはアルミニウム製のためロックナッ 
トを締めすぎるとネジ部が破損することがあり 
ます。ロックナットを締めすぎないよう、注意 
してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 取扱い上の注意  取扱い上の注意 
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（３）ローラチェーンのオイルが乾き易いときは、Ａ

寸法を小さめに調整してください。 
 
 
Ａ寸法を小さくしすぎるとローラチェーンから 
飛散したオイルが作業機に零れた飼料に付着し 
易くなります。 
調整は十分注意し行ってください。 
リザーブオイルタンクに指示されているオイル 
の上限位置は、作業機とは関係ありません。 
補充時は、タンク一杯まで（最大１.５㍑）オイ 
ルを補充してください。 
 

 
１２．供給コンベアベルトの張り調整 

コンベアベルトは張りが弱くなると、作業時にス

リップする原因となります。調整は、まず回収コン

ベアベルトのテンションボルトを緩め（「5-4-13 回

収コンベアベルトの張り調整」参照）、ガイドプレー

トのナットを緩めます。次に供給コンベア下側の左

右にあるテンションボルトで調整します。テンショ

ンボルトを締め込むとベルトが張られ、緩めるとベ

ルトがたるみます。ベルトはたるみ過ぎないように

調整し、左右の張りは同程度にしてください。（出荷

時は、ベルト内側にある５００ｍｍ間隔のマーキン

グが５０１ｍｍになるように調整してあります。） 
  供給コンベアベルト張り調整後は、必ず「5-4-13 
回収コンベアベルト（バイピッチチェーン）の張り

調整」を行い、ガイドプレート取付けナットを締め

てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３．回収コンベアベルト（バイピッチチェーン）の

張り調整 
バイピッチチェーンは、使用するにつれて少しず

つ伸びが生じます。円滑な動力の伝達をするために、

バイピッチチェーンの張り調整を行ってください。 
張り調整は回収コンベア後部のボルト・ナットで

スプリング長さを調整して行います。スプリング長

さは７５ｍｍに調整してください。 
張りすぎた場合、供給／回収コンベアの駆動圧が

高くなり、エラーが発生する場合があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
１４．成形ベルトの張り調整 

張り調整はフロント側、ゲート側共に、左右にあ

る自動テンションスプリング長さをボルト・ナット

で調整し行います。ベルトの片寄り、蛇行のないよ

うに調整してください。 
調整寸法の目安はフロント側１００ｍｍ、ゲート

側１０５ｍｍです。（ゲートは閉じた状態で行って

ください。） 
ベルト片寄りの修正のため左右で調整寸法が異な

る場合があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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ベルトを張りすぎた場合、ベルトに大きな負荷 
がかかり早期摩耗、損傷の原因となります。 

 
１５．フィルムホルダの調整 
（１）フィルムの保持位置調整 
   フィルム保持位置が浅い、又は、深い場合には、

上部回転センサの位置を調整します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）フィルムの切断調整 
   フィルムホルダ部のナイフの出し入れによって

調整します。ナイフを出すと切断性が良くなりま

す。 
（３）フィルムホルダの閉じる速度の調整（フィルム

の切断・保持調整） 
バルブ（ロックナット付）で調整します。バル

ブを時計回りに締め込むと、フィルムホルダの閉

じる速度が遅くなります。フィルムホルダの閉じ

る速度を遅くするとフィルムの保持が良好となり、

速くすると切断性が良くなります。 
 
 
フィルムがストレッチローラ部で破れる時は、 
フィルムホルダの閉じる速度を遅くしてくださ 
い。 

 
１６．テーブルの調整 
（１）ベルトの張り調整 
  ベルトの伸びにより再調整する場合、調整用ボル

トを緩め、後ローラ位置を移動させて調整します。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１７．フィルタの清掃 

フィルタは各電磁弁３箇所に装備しています。 
フィルタを分解し、カートリッジを洗浄後、元通

りに組み付けてください。 
 
１８．ゲート開センサの調整 

ゲートが必要量開いたことを感知するセンサです。 
ネジを緩め、ジキセンサを左右にずらします。ゲ

ートを開いた時、シリンダのストロークエンドの25
㎜手前で反応するように調整してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調整が適当でない場合、ベール排出不良、ナイフ

アームのリセット不良の原因となる場合がありま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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１９．キンセツセンサの調整 
キンセツセンサ（ネット繰出し、ゲート閉、ビー

タ駆動）の先端とボルトとの距離は２～３mmとな

るよう調整してください。 
操作ボックスの電源が入っているとき、キンセツ

センサスイッチが反応していると確認ランプ（赤ラ

ンプ）点灯します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０．ローラスクレーパの調整 
（１）ネットバインディング部ゴムローラスクレーパ

の調整 
   スクレーパ固定ボルト・ナットを仮締め程度ま

で緩めます。スクレーパステー上端からスクレー

パ上端が１ｍｍ下がった位置に調整しボルト・ナ

ットを締めてください。 
調整後、ゴムローラを回し、スクレーパとの接

触がないか確認してください。作業中にネットの

巻き付きが発生する場合は、ゴムローラと干渉し

ない程度にスクレーパを上げてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）供給コンベア従動ローラスクレーパの調整 
   スクレーパとローラが接触しない程度のスキマ

に調整してください。 
調整後、供給コンベアを回し、スクレーパとロ

ーラとの接触がないか確認してください。 
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２１．角度センサの調整 
（１）床送り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ネットブレーキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）テーブル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動する（アイドリング）

操作ボックスの電源を入れ、設定選択 
ダイヤルを「電気チェック」に合わせる 

床送り電動シリンダを動かし、 
床送り２速の状態に合わせる 

（「5-6-5 電気チェック操作方法」参照） 

ＰＴＯ、トラクタエンジンを停止 

操作ボックスに表示される「床送り 
変速部の位置（センサ値）」が「600±1」 

となるようにセンサ位置を調整する 

操作ボックスの電源を入れ、設定選択 
ダイヤルを「電気チェック」に合わせる 

操作ボックスに表示される「ネットブレーキ部の

位置（センサ値）」が「350±1」 
となるようにセンサ位置を調整する 

ネットブレーキ電動シリンダを動かし、 
ネットブレーキとネットケーシングの 

位置決め穴を合わせる 
（「5-6-5 電気チェック操作方法」参照） 

トラクタエンジンを始動 

トラクタＰＴＯを始動する（アイドリング）

操作ボックスの電源を入れ、設定選択 
ダイヤルを「油圧チェック」に合わせる 

テーブル「上」「下」スイッチ操作で、 
テーブルがフレームに対し「３５度」の 

位置（図示位置）に合わせる 

ＰＴＯ、トラクタエンジンを停止 

操作ボックスに表示される「ラップ部 
テーブルの位置（センサ値）」が「500±1」 

となるようにセンサ位置を調整する 
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２２．オーガ駆動部の調整 
（１）Ｖベルトストッパの調整 
   Ｖベルトストッパは４箇所あります。 
  テンションクラッチがＯＦＦ（電源シリンダ縮）

の状態でＶベルトがつれ回りしない様、Ｖベルト

ストッパを調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）Ｖベルトテンションスプリングの調整 
   テンションスプリングは下図を参考に調整して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）駆動シリンダジキセンサの調整 
   シキセンサの位置を調整することで電動シリン

ダの伸縮量を変更することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ジキセンサの反応確認は「5-6-5 電気チェックの

方法」、「5-6-6 表示部の表示内容」で確認するこ

とができます。 
電動シリンダの動作が伸縮共ストロークエンドに

ならない様、調整してください。 
 
２３．ラジコン部品のチャンネル合わせ 

本作業機に付属のラジコン送信機は誤作動防止の

ため、製品出荷時の組合せ以外は作動しない様にな

っています。 
送信機又は受信機の破損等で部品を交換した場合、

次の手順に基づきチェンネル合わせを行ってくださ

い。 
（１） ラジコン受信機の固定用ネジ２本を取外しま

す。 
（２） 操作ボックスの電源を入れ、設定選択ダイヤ

ルを「電気チェック」に合わせます（ラジコ

ン受信機と操作ボックスをつなぐ配線は取付

けたままの状態です）。 
（３） 受信機の登録スイッチを押します。（２秒以

内）この時、登録スイッチが点滅します。 
（４） 上記（３）の操作後、、５秒以内に送信機のＡ

またはＢボタンを押します。 
（５） 正しく登録されると登録スイッチが２秒間点

灯します。 
（６） ラジコン受信機を元通り固定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 取扱い上の注意
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５ 消耗部品の点検・交換の目安  
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６ 油圧可動部と電装系のチェック方法 

 
本製品には油圧可動部、電装系の故障が疑われる

時に使用するチェックモードが備わっています。 
 
 
ローテーションアームがスタンバイの位置に無 
くてもゲート開閉操作が出来きます。 
ローテーションアームの位置に十分注意し開閉 
操作を行なってください。  
ベール検出センサが反応していてもゲート開閉 
操作が出来ます。 

 
 
１．油圧チェックとは 
（１） 油圧可動部の動作の有無が確認できます。 
（２） センサの出力を操作ボックスに表示し、セン

サ、配線の故障の有無が判断できます。 
 
２．油圧チェック操作方法 
（１） 操作ボックスの設定選択ダイヤルを「油圧チ

ェック」に合わせます。 
（２） 各部の油圧可動部動作確認を行う場合は、操

作ボックスの「油圧 手動操作」スイッチを

押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  取扱い上の注意 
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３．表示部の表示内容 
センサが反応することにより表示部に各文字、数値が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示位置 表  示 表 示 内 容 備 考

Ａ アツ ０.０ 現在の圧力を表示  

  （例）５ＭＰａであれば 「 アツ ５．０ 」 と表示される  

Ｂ テーブル ９００ 現在のラップ部テーブルの位置（センサ値）を表示  

Ｃ カイ ゲートを開いた時、開き側センサが反応  

 ヘイ ゲートを閉じた時、閉じ側センサが反応  

Ｄ バー ラップ部安全バーのセンサが反応  

Ｅ １ ストレッチ部フィルム切れセンサ１が反応 注１ 

Ｆ ２ ストレッチ部フィルム切れセンサ２が反応 注１ 

Ｇ アーム ローテーションアーム停止位置センサが反応  

Ｈ ベール ラップ上部の光電センサが反応  

 
注１ ストレッチローラを回すことでセンサが反応します。表示部の「１」、「２」が付いたり消えたりします。 
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４．電気チェックとは 
（１） 電動シリンダ等の動作の有無が確認できます。 
（２） センサの出力を操作ボックスに表示し、セン

サ、配線の故障の有無が判断できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．電気チェック操作方法 
（１） 操作ボックスの設定選択ダイヤルを「電気チ

ェック」に合わせます。 
（２） 各部の電動シリンダ等の動作確認を行う場合

は、操作ボックスの各スイッチを押してくだ

さい。 
 

確認後は、動作した装置を必ず所定の状態に戻 
してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

操作ボックスのスイッチ 動作箇所 

「１ ベーラ開始」スイッチ 
ネットブレーキ開く 
（電動シリンダ 伸） 

「２ ネット巻付」スイッチ 
ネットブレーキ閉じる 
（電動シリンダ 縮） 

「３ ベール排出」スイッチ ネット繰出しモータ 

床送り 「速く」スイッチ 
床送り増速 

（電動シリンダ 伸） 

床送り 「遅く」スイッチ 
床送り減速 

（電動シリンダ 縮） 

「停止」スイッチ 
パトライト ベーラ側から 

押す度に緑→黄→赤→ラップ部

パトライト→ホーン→停止 
 

「４ ラップ開始」スイッチ 
 

ビータシリンダ 伸 
 

「５ ベールおろす」スイッチ
 

ビータシリンダ 縮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 取扱い上の注意  
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６．表示部の表示内容 
センサが反応することにより表示部に各文字、数値が表示されます。 
センサの反応が無ければ、表示部には 「 ＿ 」 で表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表示位置 

（上段） 
表示 表示内容 備考 

1 340 現在のネットブレーキ（カクドセンサ）部の位置を表示 注４ 

2 560 現在の床送り変速（カクドセンサ）部の位置を表示 注４ 

3 0 常に０ 注４ 

4 85 ゴムローラの回転数（積算）  

表示位置 

（下段） 
表示 表示内容 備考 

5 Ｂ 
通信されているかどうか 

(ビータ制御有効の場合表示。ＣＡＮコントローラ小) 
注１ 

6 ノ 
ビータシリンダ伸センサ（ジキセンサ）が反応  

(ビータ制御有効の場合)。 
 

7 チ 
ビータシリンダ縮センサ（ジキセンサ）が反応  

(ビータ制御有効の場合)。 
 

8 o 
ビータシリンダ回転センサ（キンセツスイッチ）が反応  

(ビータ制御有効の場合)。 
 

9 Ｌ 
通信されているかどうか(ＣＡＮコントローラ大，左(L)側， 

通常表示される) 
注１ 

10 ヘ ゲート閉センサ（キンセツセンサ）が反応  

11 カ ゲート開（ジキセンサ）センサが反応  

12 ネ ネット繰出し（キンセツセンサ）が反応 注２ 

13、14 Ａ、B ラジコン Ａ または Ｂ ボタンが反応 注３ 

15 Ｒ 
通信されているかどうか(ＣＡＮコントローラ大，右(Ｒ)側， 

通常表示される) 
注１ 

16 ヘ ベール検出センサ（光電センサ）が反応  

17 ア ローテーションアーム停止位置センサ（ジキセンサ）が反応  

18 セ 安全バー センサが反応(通常ON)  

19、20 １、２ フィルム切れセンサ（ジキセンサ）が反応  
 
注１ 通常は「Ｌ」、「Ｒ」が表示されています。 
注２ ゴムローラを回すことでセンサが反応します。表示部の「ネ」が付いたり消えたりします。 
注３ ラジコンの「Ａ」、「Ｂ」ボタンを押すと「Ａ」、「Ｂ」が表示されます。 

 注４ 数値は表示例です。 
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７ 回収コンベアの着脱方法 

 
 
回収コンベアの取外し（装着）には本機を昇降させ

る必要があります。トラクタに本機を装着し、前側

スタンド、ラップ側スタンドを上げた状態で行って

ください。 
パワージョイントは装着しないで下さい。 
着脱作業は平地で行ってください。 

 
１．取外し方法 

（１）キャスタ付きスタンドを移動位置にセットしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）回収コンベア油圧モータに接続されている油圧

ホースをカプラ部から外します。 
 
（３）いずれかのキャスタと地面とのすきまが５ｍｍ

程度になるまで本機ロワーリンクを下げます。

（下げすぎるとキャスタが破損することがありま

す。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）本機と回収コンベアを固定している、プレート

（左右各２ヶ所）とサポート（左右各１ヶ所）の

ボルトを外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ガイドがフックから外れるまで、回収コンベア

を前方へ移動させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）回収コンベアを引き抜ける高さまで本機を上げ

（ロワーリンクブラケット支点で地面から約８０

０～９００ｍｍ）、回収コンベアを引き抜きます。 
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２．装着方法 

（１）供給コンベアベルトの張り調整を行った場合は、

下記の作業を行います。張り調整を行っていない

場合は必要ありません。回収コンベアベルトのテ

ンションボルトを緩めた後、ガイドプレートを下

側へスライドさせナット（左右3ヶ所）を仮締め

してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）回収コンベアを挿入できる高さまで本機を上げ

（ロワーリンクブラケット支点で地面から約８０

０～９００ｍｍ）、回収コンベアを本機供給コンベ

ア前方まで移動してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）下記の点に注意しながら、後側ガイドがフック

に入る高さまで本機を下げてください。 
本機ドローバの間に回収コンベアが収まっている

ことを確認してください。 
搬送コンベア部のフックが回収コンベアに干渉し

ないことを確認してください。 
油圧ホース、電源コード等が引っ掛からないこと

を確認してください。 
下げすぎると回収コンベアフレーム後端と本機が

干渉します。 
下げすぎるとキャスタが破損することがあります。 

 
（４）回収コンベアのガイド（４ヶ所）が本機フック

の内側に入るように位置を調整しながら、回収コ

ンベアを押し入れてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）本機を水平にし、プレート（左右各２ヶ所）と

サポート（左右各１ヶ所）で固定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６） （１）の作業を行った場合は、ガイドプレート

をスライドさせ、供給コンベア従動軸に押し当て

た位置でナットを締めます。次に緩めた回収コン

ベアベルトの張り調整を行ってください。 
 
（７）回収コンベア油圧モータに本機側からの油圧ホ

ースを接続します。 
 
（８）キャスタ付きスタンドを格納位置にセットし装

着完了です。 
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８ 油圧配管図 
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９ 配線図 
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 症    状 原     因 処     置 

シャー 
ボルト部 

・シャーボルトが切断 

する 
・ＰＴＯの高速始動 ・ＰＴＯを低速回転にして始動 

パワー 
ジョイン 
ト部 

・異音の発生 

・給油不良 

 

・角度がつき過ぎている 

・パイプ（オス・メス）摺動部、スパ

イダ、安全カバー取付部に給油 

・ロワーリンクを規制する 

床
送
り
コ
ン
ベ
ア
部 

・床送りコンベヤが動

かない 

・ギヤ・シャフトの破損 

・コンベアチェーンの破損 

 

 

・コンベアチェーンの外れ 

 

 

 

・電動シリンダの動作不良 

 

・カクドセンサーの故障、取付不良

 

 

・コードの接続不良又は断線 

・部品交換 

・部品交換のうえ、「5-4-2 コンベア

チェーンのテンション」に基づきに

張り直し 

・テンションボルトを緩め、スプロケ

ットに掛け直し、「5-4-2 コンベア

チェーンのテンション」に基づきに

張り直し 

・「5-6-5 電気チェック操作方法」に

基づき動作確認。不良であれば部品交換

・「5-6-5 電気チェック操作方法」に

基づきセンサの反応確認。不良であ

れば部品交換 

・補修又は部品交換 

オーガ・ 

ビータ部 
・異音の発生 

・ベアリング部給脂不足 

 

・「5-3 給油箇所一覧表」に基づき給

脂 

オーガ部 

・オーガ・ビータが動

作停止しない 

・Ｖベルトの連れ回り ・「5-4-22 オーガ駆動部の調整

（１）Ｖベルトストッパの調整」

に基づき調整する 

・ジキセンサの取付位置が適正で

ない 

・「5-4-22 オーガ駆動部の調整

（３）駆動シリンダ ジキセンサ

の調整」に基づき調整する 

・電動シリンダの動作不良 ・「5-6-5 電気チェック操作方法」

に基づき動作確認 

・駆動Ｖベルトが滑

り、オーガ・ビータ

が動作しない 

・電動シリンダ部テンションスプ

リングの調整が適正でない 

・「5-4-22 オーガ駆動部の調整

（２）ベルトテンションスプリン

グの調整」に基づき調整する 

・ジキセンサの取付位置が適正でな

い 

・「5-4-22 オーガ駆動部の調整

（３）駆動シリンダ ジキセンサ

の調整」に基づき調整する 

・電動シリンダの動作不良 ・「5-6-5 電気チェック操作方法」

に基づき動作確認 

ビータ部 ・異音の発生 

・ローラチェーン給脂不足 

・ローラチェーンの張り不足 

 

・グリース塗布 

・「5-4-4 ローラチェーンの張り調整」

に基づき調整 

 
 
 
 

１ 不調処置一覧表 

６ 不調時の対応 
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 症    状 原     因 処     置 

ギヤボッ

クス部 

・異常発熱 ・オイル量が適正でない ・「5-3 給油箇所一覧表」に基づき処置

・異音の発生 ・ギヤ、シャフト、ベアリングの破損 ・部品交換 

供
給
コ
ン
ベ

ア
部 ・供給コンベアが動か

ない 

・コンベアベルト内部に飼料が付着

する 

・油圧カプラが接続されていない 

・供給コンベアの正転、逆転操作を行

ない、ベルト内部の付着物を取り除く

・カプラ接続 

回
収
コ
ン
ベ
ア
部

・回収コンベアが動か

ない 

・バイピッチチェーンとスプロケッ

トの間に固形物が噛み込んでいる
・固形物の除去、ベルト内清掃 

・油圧ホースのカプラが接続されて

いない 
・カプラ接続 

・異音がする 
・左右のバイピッチチェーンがずれ

ている 

・テンション調整ボルトを緩めバイピ

ッチチェーンの位置を修正する。 

ロ
ー
ラ
部 

・異音の発生 

・ローラに著しく飼料が付着している

・ローラチェーンの給油不足 

・ローラチェーンの張り不良 

 

・付着物の除去 

・オイル補充、ブンパイキ調整 

・「5-4-4 ローラチェーンの張り調整」

に基づき張り調整 

・ローラチェーンの発

熱 

・ローラチェーンの給油不足 

・ローラチェーンの張り不良 

 

・オイル補充、ブンパイキ調整 

・「5-4-4 ローラチェーンの張り調整」

に基づき張り調整 

ゲ

ー

ト

開

閉

部 

・ゲートが開かない 

・ストップバルブが閉じられている

・油圧系統の破損・油漏れ 

・電磁弁のゴミ詰まり 

・ＰＴＯが接続されていない 

・油圧タンクのオイルが不足している 

 

・操作ボックスの電源がＯＦＦにな

っている 

 

・ラップ部にあるベールを放出して

いない 

・ローテーションアームの停止位置

がズレている 

 

・ストップバルブを開く 

・「5-8 油圧配管図」に基づき処置 

・電磁弁を分解・清掃し、ゴミを除去

・トラクタのＰＴＯを接続する 

・「5-3 給油箇所一覧表」に基づきに

オイル補充 

・電源をＯＮにしてスタンバイ動作実

行後、「3-4-6 作業中断後の復帰の

仕方」を参考に操作する 

・「3-4-6 作業中断後の復帰の仕方」

を参考に操作する 

・スタンバイ動作実行後、「3-4-6 作

業中断後の復帰の仕方」を参考に操

作する 

・ゲートが閉じない 

・ストップバルブが閉じられている

・油圧系統の破損・油漏れ 

・電磁弁のゴミ詰まり 

・油圧タンクのオイルが不足してい

る 

・操作ボックスの電源がＯＦＦにな

っている 

・ストップバルブを開く 

・「5-8 油圧配管図」に基づき処置 

・電磁弁を分解・清掃し、ゴミを除去

・「5-3 給油箇所一覧表」に基づきに

オイル補充 

・電源をＯＮにして「3-4-6 作業中断

後の復帰の仕方」を参考に操作する

ネ
ッ
ト
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部 

・ネットがローラに巻

付く 

・ネットフレーム部スクレーパとゴ

ムローラとのスキマが広くなって

いる 

・ナイフが切断位置にある時にネッ

トを繰出した 

 

・スクレーパとゴムローラとのスキマ

を調整 

 

・ナイフアームを押して、ナイフアー

ムが正規の位置に止まるようにす

る 

・巻付け途中でにネッ

トが切れる 

・ネットブレーキが強すぎる 

・「5-4-10 ネットケーシング部ブレー

キアームスプリングの調整」に基づ

き調整する 

・「ネット巻付け」動

作途中で繰出しが

止まる 
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 症    状 原     因 処     置 

ネ
ッ
ト
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部 

・ネットが繰出されな

い 

・プーリとＶベルトとの間でスリッ

プしている 

・「5-4-5 Ｖベルトのストッパと張り

調整」に基づき調整する 

・ネットブレーキスプリングが強す

ぎて、前作業でのネット巻付け切

断時にネットがゴムローラ部まで

引き戻された 

・「5-4-10 ネットケーシング部ブレー

キアームスプリングの調整」に基づき

調整する 

・作業途中で勝手にネ

ットが繰出される 

・ゴムローラがＶベルトでつれ回っ

ている 

・ネットの切断が悪い 

 

・「5-4-5 Ｖベルトのストッパと張り

調整」に基づき調整する 

・「5-4-7 ナイフとシャバーの調整」

に基づき調整する 

・ネットが切れない 

・ネットの通し方が適正でない 

 

・ナイフ又はシャバーが摩耗・破損

している 

・ナイフとシャバーの間にスキマが

ある 

・ナイフアームが正規の位置に止ま

っていない 

・ネットフレーム部スクレーパとゴ

ムローラとのスキマが狭くなり、ゴ

ムローラが回転していない 

・「3-3-1 ネットロールの装着と交換」

に基づき装着し直す 

・「5-4-7 ナイフとシャバーの調整」

に基づき交換又は裏返して再取付

する 

・「5-4-7 ナイフとシャバーの調整」

に基づき調整 

・「5-4-6 ナイフアームのセット調整」

に基づき調整する 

・スクレーパとゴムローラとのスキマ

を調整 

搬

送

コ

ン

ベ

ア

部 

・搬送コンベアが動か

ない 

・コンベアチェーンの破損 

 

 

・コンベアチェーンの外れ 

 

 

 

・油圧系統の破損・油漏れ 

・電磁弁のゴミ詰まり 

・部品交換のうえ、「5-4-2 コンベア

チェーンのテンション」に基づきに

張り直し 

・テンションボルトを緩め、スプロケ

ットに掛け直し、「5-4-2 コンベア

チェーンのテンション」に基づきに

張り直し 

・「5-8 油圧配管図」に基づき処置 

・電磁弁を分解・清掃し、ゴミを除去

ス
ト
レ
ッ
チ

ロ
ー
ラ
部 

・フィルムの重なり幅

が変化する 
・フィルムの張り不足 

・「3-3-2 フィルムの装着」を参考に

確認する 

・巻付け途中でフィル

ムが切れる 

・トラクタＰＴＯの回転数が速い 

・長期在庫や傷が付いたラップフィ

ルムを使用している 

・ＰＴＯ540rpmで作業する 

・新品のラップフィルムに交換する 

 

フ
ィ
ル
ム
ホ
ル
ダ
部 

・フィルムを保持しな

い 

・ホルダが閉じた時にフィルムが切

れる 

・長期在庫や傷が付いたラップフィ

ルムを使用している 

・雨や霧の中での作業中、フィルム

やホルダ部が抜けてしまいフィル

ムが切れる 

・「5-4-15 フィルムホルダの調整」を

参考に調整 

・新品のラップフィルムに交換する 

 

・雨や霧の場合は、ベール水分も多く

なり良質なサイレージは難しいの

で作業は控える 

・フィルムが切れない 
・ホルダが閉じた時にフィルムが切

れない 

・「5-4-15 フィルムホルダの調整」を

参考に調整 
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 症    状 原     因 処     置 

油

圧

系 

・作動しない 

・油圧タンクのオイル不足 
 
・電磁弁のゴミ詰まり 
 
・フィルタのゴミ詰まり 
 
・作動電圧不足「電圧低下」ランプ

が消えている 

・「5-3 給油箇所一覧表」を参考に給

油 
・電磁弁を分解・清掃し、ゴミを除去

・油圧作動油の交換 
・「5-4-17 フィルタの清掃」を参考に

分解・清掃し、ゴミを除去 
・バッテリの充電・交換、ダイナモの

修理 

・油漏れ 

・油圧金具のゆるみ 
・油圧ホースの破損 
・油圧シリンダ・油圧モータの摩耗

・油圧シリンダ・油圧モータのシー

ル部にゴミ又は異物が進入 
 

・増し締めをする 
・部品交換 
・部品交換 
・部品の分解・洗浄 
・部品交換 
・油圧作動油の交換 

・油圧タンクの給油栓

からオイルが吹き

出る 

・オイルの入れすぎ 
 
・傾斜地で作業している 

・「5-3 給油箇所一覧表」を参考に給

油 
・平坦な場所で作業 

電 
 

装 
 

系 

・電源が入らない 

・電源取り出しコードの＋・－の接

続間違い 
・他社製品の電源取り出しコードに

接続 
・コードの接続不良又は断線 
・ヒューズ切れ 
・トラクタのバッテリ切れ 
 
・コントロールボックスの故障 
 

・「1-4-2 電装品の取付」を参考に配

線 
・当社純正コードに接続 
 
・補修又は部品交換 
・ヒューズ交換 （１５Ａ×２ヶ） 
・バッテリの充電・交換、ダイナモの

修理 
・部品交換又は当社営業所・販売店に

修理依頼 

・作動不良 

・作動電圧不足 「電圧低下」ラン

プが消えている 
・コードの接続不良又は断線 
・センサー又はスイッチの不良 
・コントロールボックスの故障 
 
・安全バーが作動している 

・バッテリの充電・交換、ダイナモの

修理 
・補修又は部品交換 
・補修又は部品交換 
・部品交換又は当社営業所・販売店に

修理依頼 
・作動原因を取り除く 

その他 ・異常音・異常振動 ・チェーンの緩み 
・「5-4-4 ローラチェーンの張り調整」

を参考に調整 
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調 整 Ｓ－１４１１１２Ｆ 
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